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国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と
校
注
（
７
） 
劉 
玲 
 
 
本
稿
は
、
中
田
祝
夫
編
抄
物
大
系
（
勉
強
社1
9
7
7
年
）
所
収
の
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
（
影
印
本
）
を
底
本
と
し
て
使
用
す
る
。
当
該
抄
物
の
成
立
、
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
」
』
翻
刻
と
校
注
（
１
）
」
（
筑
波
大
学
人
文
社
会
研
究
科
『
筑
波
日
本
語
研
究
』
第
17
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
で
は
、
前
記
拙
稿
、
及
び
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
」
』
翻
刻
と
校
注
（
２
）
」
（
同
18
号
）
、
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
」
』
翻
刻
と
校
注
（
３
）
」
（
同
19
号
）
、
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
」
』
翻
刻
と
校
注
（
４
）
」（
同
20
号
）
、
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
」
』
翻
刻
と
校
注
（
５
）
」
（
同
21
号
）
と
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
」
』
翻
刻
と
校
注
（
６
）
」
（
同
22
号
）
に
引
き
続
き
、
主
と
し
て
、
抄
中
に
引
か
れ
た
漢
籍
及
び
集
成
し
て
い
る
五
山
僧
の
諸
家
に
注
目
し
、
そ
れ
を
で
き
る
限
り
明
記
し
て
、
本
抄
物
を
解
読
す
る
際
の
手
が
か
り
に
な
る
よ
う
つ
と
め
る
。
な
お
、
翻
刻
・
校
注
上
の
諸
事
項
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
諸
稿
に
詳
し
い
が
、
要
点
ま
た
前
記
の
諸
稿
に
お
い
て
説
明
し
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。 
一 
翻
刻
の
範
囲
を
底
本
の
二
二
三
頁
か
ら
二
四
四
頁
と
す
る
。 
一 
基
本
的
に
、
原
典
テ
キ
ス
ト
が
写
さ
れ
た
方
形
の
枠
線
の
後
に
置
か
れ
て
い
る
抄
文
の
部
分
を
翻
刻
の
対
象
と
す
る
。
若
干
、
そ
の
枠
線
内
及
び
枠
線
外
の
周
辺
に
書
き
込
ま
れ
た
小
文
字
書
き
の
抄
文
が
存
在
す
る
が
、
影
印
本
で
判
読
し
に
く
い
箇
所
が
多
い
た
め
、
本
稿
で
は
翻
刻
し
な
い
。 
一 
漢
籍
の
引
用
が
見
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
書
名
ま
た
は
篇
目
名
や
章
・
節
の
名
、
作
者
名
に 
 
線
で
記
す
。
例
え
ば
「
補
云 
此
詩
有
金
陵
字 
按
才
子
傳 
長
卿
初
為
轉
運
使
判
官 
知
淮
西
岳
卾
時
作
乎
」
（
二
二
三6
）
、
「
沅
湘
―
― 
一
義
云 
柳
子
厚
詩
云 
欲
採
蘋
花
不
自
由
之
意
也 
去
舟
人
ヲ 
送
ニ 
セ
メ
テ 
蘋
ヲ 
採
テ 
ナ
リ
ト
モ
」
（
二
三
一1
3
）
、
「
一
義
云 
望
去
舟
ハ 
■
群
玉 
黄
陵
庿
詩 
軽
舟
短
棹
唱
歌
去
之
意
也
」
（
二
三
一
1
5
）
な
ど
。
少
数
、
漢
籍
の
本
文
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
書
名
ま
た
は
作
者
名
な
ど
の
情
報
は
い
っ
さ
い
記
載
し
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
、
今
回
、
一
々
原
本
で
確
認
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
『
国
学
宝
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典
』
網
絡
版
（h
ttp
://w
w
w
.g
x
b
d
.co
m
/
）
、
「
中
央
研
究
院
漢
籍
電
子
文
獻
瀚
典
全
文
檢
索
系
統
」（h
ttp
://h
an
ji.sin
ica.ed
u
.tw
/
）
、
『
中
国
基
本
古
籍
庫
』（
黄
山
書
社
出
版
）
を
検
索
資
料
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
ほ
ぼ
同
様
な
本
文
が
検
索
で
き
た
場
合
に
、
「
一
義 
昔
日
紅
袖
今
日
無
之 
其
着
紅
袖
人
之
魂 
又
化
蝶
至
此
耶 
應
有
春
魂
化
為
燕 
年
々
飛
入
未
央
栖
之
謂
也
」
（
二
三
七1
0
）
と
か
、「
雪
樵
本
曰 
明
皇
楊
妃 
唐
楊
妃
夢
与
明
皇
遊
山
驪 
至
興
元
驛 
方
対
食 
後
宮
忽
告
火
發 
倉
卒
出
驛
五
俟
…
…
」
（
二
四
三6
）
と
か
の
よ
う
に
、
引
用
の
最
初
の
部
分
に 
 
で
記
す
。
ま
た
、
【 
】
内
に
お
い
て
関
連
の
情
報
を
補
う
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、
書
名
な
ど
の
記
し
方
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
を
通
し
て
み
る
室
町
時
代
に
お
け
る
漢
籍
流
布
の
状
況
」
（
筑
波
大
学
国
語
国
文
学
会
『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
55
号
）
に
お
い
て
検
討
し
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。 
一 
前
記
の
検
索
資
料
と
本
抄
物
の
引
用
と
比
較
し
て
、
文
字
や
行
文
の
上
相
違
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
王
建
の
詩
の
引
用
と
見
ら
れ
る
「
又
王
建
詩
云 
一
院
落
花
無
名
酔
」
（
二
三
六
2
1
）
に
つ
い
て
、
『
国
学
宝
典
』
（
『
全
唐
詩
』
巻
0
3
0
0
王
建
「
李
処
士
故
居
」
詩
）
に
お
い
て
「
一
院
落
花
無
客
酔
」
と
あ
り
、
「
名
」
と
「
客
」
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
「
漢
書 
高
祖
紀
下
」
か
ら
引
か
れ
る
「
上
居
南
宮
…
…
吾
属
亡
患
矣
」
（
二
二
四7
）
に
お
い
て
、
「
以
天
下
為
不
足
用
徧
封
」
（
本
抄
物
）
と
見
ら
れ
る
が
、
『
国
学
宝
典
』
（
百
衲
本
『
漢
書
』
高
帝
紀
第
一
下
）
に
は
「
用
」
字
が
見
え
ず
、
「
以
天
下
為
不
足
徧
封
」
と
あ
る
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
誤
記
や
誤
植
だ
ろ
う
と
こ
ろ
が
あ
り
う
る
が
、
当
時
に
引
か
れ
る
漢
籍
の
底
本
が
ま
だ
明
か
ら
に
し
て
い
な
い
た
め
、
今
回
特
に
改
め
ず
、
底
本
の
通
り
に
翻
刻
す
る
。 
一 
幻
雲
抄
に
集
成
し
て
い
る
五
山
僧
の
諸
家
の
説
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に 
 
線
で
記
す
。
例
え
ば
、
「
雪
本
曰 
五
渡
云
々 
一
句
言 
崧
山
五
渡
渓
辺 
躑
躅
映
山 
李
渤
在
此
中 
想
可
聞
鐘
陪
講
筵
也
」
（
二
三
〇1
5
）
に
お
い
て
は
「
五
渡
云
々
」
よ
り
以
降
は
「
雪
本
曰
」
（
蘭
坡
景
茝
の
説
）
で
あ
り
、
「
草
暖
―
―
暁
風
云 
此
萹
以
屈
原
自
比 
詩
以
比
離
騒
経 
第
一
句 
言
以
草
暖
沙
長
喩
小
人
得
処
…
…
」
（
二
三
二1
1
）
に
お
い
て
は
「
此
萹
以
屈
原
自
比
」
よ
り
以
降
は
「
暁
風
云
」
（
万
里
集
九
の
説
）
で
あ
る
。
ま
た
、
「
補
講
云 
聴
雨
ハ 
水
緑
蘋
香
人
自
愁
之
句
ハ 
言
讒
不
可
陳
処
也
ト
テ 
一
嘯
而
已
」
（
二
三
一8
）
に
つ
い
て
は
、
「
水
緑
蘋
香
人
自
愁
之
句
ハ
」
よ
り
以
降
は
お
そ
れ
ら
く
「
補
講
云
」
（
横
川
景
三
の
説
）
に
お
い
て
「
聴
雨
」
（
心
田
清
播
の
説
）
が
引
か
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
よ
う
な
箇
所
に
つ
い
て
、
「
補
講
云
」
並
び
に
「
聴
雨
」
の
両
方
に 
 
線
を
引
く
。
ほ
か
に
、
「
望
去
舟 
或
云 
触
目
意
也 
時
有
去
舟
向
巴
丘
也 
 
或
云 
送
友
人
舟
也
」
（
二
三
二4
）
と
あ
る
よ
う
に
、
「
或
云
」
は
誰
の
説
か
不
明
だ
が
、
同
じ
く 
 
線
を
引
く
。
「
或
曰
」
や
「
或
説
（
云
）
」
と
記
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
同
様
に
処
理
す
る
。 
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一 
漢
字
に
つ
い
て
は
、
底
本
の
形
態
を
重
ん
じ
、
異
体
（
略
体
・
俗
体
を
含
む
）
の
文
字
を
で
き
る
か
ぎ
り
そ
の
ま
ま
写
し
、
ま
た
、
末
尾
の
表
１
に
ま
と
め
る
。
少
数
、
誤
読
さ
れ
や
す
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
随
時
に
示
す
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
【
卅
（
三
十
）
】
（
二
二
四1
3
）
」
や
【
俛
（
俯
）
】
（
二
二
九8
）
」
な
ど
。
若
干
、
□
で
示
し
、
【 
】
内
に
お
い
て
【
「
氵*
不
」
（
流
）
】
（
二
三
五6
）
・
【
「
米*
凵
」
（
幽
）
】
（
二
三
〇1
6
）
・
【
「
尺+
曰
」
（
書
）
】
（
二
二
五1
8
）
・
【
「
木+
冖+
友
」
（
愛
）
】
（
二
二
四8
）
・
【
「
言*
云+
冄
」
（
講
）
】
（
二
二
四2
1
）
の
よ
う
に
示
す
場
合
が
あ
り
、*
符
号
は
そ
の
字
ま
た
は
偏
旁
冠
脚
を
左
右
で
ま
た
は
内
外
で
組
み
合
わ
せ
た
文
字
を
、+
符
号
は
そ
の
字
ま
た
は
偏
旁
冠
脚
を
上
下
で
組
み
合
わ
せ
た
文
字
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
初
出
以
降
は
す
べ
て
通
行
体
に
あ
ら
た
め
、
ま
た
、
末
尾
の
表
２
に
そ
の
通
行
体
を
ま
と
め
る
。
そ
の
他
、「
年
代
大
隔
」
（
二
二
三
5
）
・
「
衰
病
シ
テ
」
（
二
二
五
7
）
な
ど
の
よ
う
に
、
工
夫
し
て
も
再
現
で
き
な
い
場
合
は
通
行
体
の
み
で
記
す
が
、
一
々
説
明
せ
ず
、
末
尾
の
表
３
に
ま
と
め
る
。 
一 
小
文
字
で
二
行
書
き
に
し
て
あ
る
箇
所
が
少
数
あ
り
、
「
／
」
印
で
改
行
を
示
す
。
例
え
ば
、
「
暁
風
云 
事
林
廣
記
續
集 
第
七
多
部
本
也
／
少
部
無
也 
花
酒
令 
花
酒
左
手
把
花
／
右
手
指
酒 
云
々
」
（
二
二
七3
）
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
は
「
少
」
「
右
」
の
二
字
か
ら
改
行
し
て
い
る
。 
一 
仮
名
に
つ
い
て
は
、
「
子
」
を
「
ネ
」
に
改
め
ず
、
底
本
通
り
に
写
す
。
合
字
で
は
、
「
〆
」
を
「
シ
テ
」
に
、
「
￢
」
を
「
コ
ト
」
に
改
め
る
。 
一 
踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
漢
字
一
つ
と
仮
名
一
つ
の
場
合
は
、
底
本
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
は
「
々
」
と
「
ヽ
」
で
写
す
。
例
え
ば
、
「
云
々
」
（
二
二
三1
0
）
、
「
徃
々
」
（
二
二
四7
）
、
「
サ
ル
ヽ
」
（
二
二
四
1
6
）
、
「
ナ
リ
カ
ヽ
ル
」
（
二
二
四
1
7
）
な
ど
。
仮
名
二
つ
以
上
の
場
合
ま
た
は
漢
字
仮
名
ま
じ
り
書
き
で
二
つ
以
上
の
場
合
は
、
「
／
＼
」
を
使
い
、
「
暖
ニ 
ユ
ル
／
＼
ト 
ナ
リ
テ
」
（
二
二
四5
）
や
「
ヤ
ウ
／
＼ 
亊
コ
ソ 
ヨ
サ
ウ
ナ
レ
」
（
二
二
四2
2
）
の
よ
う
に
写
す
。 
一 
振
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
写
す
。 
一 
濁
点
は
そ
の
ま
ま
写
す
。 
一 
返
り
点
、
一
・
二
点
と
上
・
中
・
下
点
は
、[
レ]
、[
一]
、[
上]
な
ど
の
よ
う
に
［ 
］
に
入
れ
て
記
す
。 
一 
転
倒
符
、
挿
入
符
、
書
入
れ
指
示
に
つ
い
て
は
再
現
で
き
ず
、
【 
】
内
に
お
い
て
説
明
す
る
。 
一 
見
せ
消
に
つ
い
て
は
■
で
示
し
、
【 
】
内
に
お
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
あ
る
。 
一 
そ
の
他 
・ 
頁
数
は
底
本
の
そ
れ
に
従
い
、
漢
数
字
で
記
す
。
ま
た
、
あ
ら
た
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
行
数
を
記
す
。 
・ 
句
読
点
は
特
に
つ
け
ず
、
底
本
の
朱
点
に
よ
り
一
文
字
分
を
あ
け
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
破
損
や
墨
汚
れ
、
ま
た
は
不
鮮
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明
で
あ
る
た
め
、
判
明
で
き
な
い
場
合
に
、
校
注
者
の
判
断
に
よ
る
。 
・ 
破
損
や
墨
汚
れ
、
ま
た
は
不
鮮
明
で
あ
る
た
め
、
判
読
で
き
な
い
場
合
に
、
□
で
示
す
。
推
測
さ
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
□
の
中
に
入
れ
る
。 
・ 
そ
の
他
の
説
明
事
項
が
あ
れ
ば
、【 
】
内
に
お
い
て
記
す
。 
 
二
二
三 
1
 
桃
云 
寄[
レ]
別
ル
ヽ
ニ 
[
二]
―
―[
一]
ト
ヨ
ム
カ 
ワ
ル
サ
ウ
ナ
ソ 
有
送
別 
有
贈
別 
有
留
別
也 
送
別
ハ 
送
行
也 
贈
別
モ 
贈[
二]
行
人[
一]
也 
物
ヲ
【
こ
の
行
ま
で
「
寄
別
朱
拾
遺
」
原
典
テ
キ
ス
ト
が
置
か
れ
て
い
る
】 
2
 
少
ソ
エ
テ 
ヲ
ク
ル
欤 
留
別
ハ 
行
人
カ 
ヲ
キ
ヤ
シ
ナ
イ
ニ 
作
テ 
別
ル
ヽ
ソ 
寄
別
モ 
送
別
ノ
心
テ 
ア
ラ
ウ
ソ 
サ
ラ
ウ
時
ハ 
寄[
二]
 
3
 
別
ス
―
―
ニ 
[
一]
ト 
ヨ
マ
ウ
ソ 
村
云 
寄_
別
ル
ノ
点 
可
也 
續
翆
云 
寄
別
ハ 
留
別
ノ 
類
也 
4
 
或
云 
朱
拾
遺
乃
朱
可
久
也 
朱
慶
餘 
字
可
久 
■ 
幻
謂 
大
非
也 
長
卿 
開
元
二
十
一
年
及
第
也 
可
久 
敬
宗
【
「
大
」
字
見
せ
消
】 
5
 
宝
暦
二
年
及
第
也 
年
代
大
隔 
况
才
子
傳
第
六 
可
久
傳
無
拾
遺
之
事 
6
 
補
云 
此
詩
有
金
陵
字 
按
才
子
傳 
長
卿
初
為
轉
運
使
判
官 
知
淮
西
岳
卾
時
作
乎 
又
観
察
使
呉
仲 
7
 
孺
■
誣
奏 
非
罪
繋
姑
蘇
獄
■
時
作
乎 
又
貶
潘
州
南
巴
尉 
時
作
乎
【
「
姑
」
字
は
「
始
」
に
見
え
る
】
【
「
姑
」
左
傍
よ
り
書
き
込
み
、
「
呉
都
賦
注 
呉
都
者 
蘇
州
是
也 
後
漢
末 
孫
権
乃
都
於
建
業 
亦
別
號
呉 
養
私
義
」
と
あ
る
】 
8
 
幻
按 
方
輿
勝
覧 
目
録 
建
康
府 
古
昇
州 
本
路
安
撫
兼
留
守 
本
路
轉
運
淮
西
総
領
置
司 
又
第
十
四 
建
康
志 
9
 
序 
坐
鎮
江
淮 
以
為
陪
都 
云
々 
江
陵
在
建
康 
然
則
此
詩 
長
卿
知
淮
西
時
作
也 
 
二
二
四 
1
 
唐
詩
正
音 
刘
文
房
發
越
州
赴
潤
州
使
院 
留
別
鮑
侍
御
云 
對
水
看
山
別
離 
孤
舟
日
暮
行
遲 
江
北
江
南
春
■
【
「
早
」
字
見
せ
消
、
右
傍
に
「
草
」
。
「
春
草
」
に
す
べ
き
】 
2
 
独
向
金
陵
去
時 
此
詩
云 
發
金
陵 
盖
指
潤
州
乎 
3
 
天
書
―
―
続
翆
云 
言
ハ 
吾
□
ナ
ル
者
タ
ニ
モ 
被
召
問 
君
モ 
必
可
被
召
也 
此
詩
金
陵
作
欤 
杜
詩 
垩
朝
無
弃
物 
老
病
【
□
「
木+
羨
」
（
様
）
】 
4
 
独
成
翁
之
心
也 
天
子
雖
召
我 
々
病
不
能
行 
實
不
幸
也 
江
海
―
―
他
年
ハ 
病
ニ
サ
エ
ラ
レ
テ 
不
上
洛
ニ 
今
年
ハ 
病 
5
 
モ 
漸
痊
テ 
暖
ニ 
ユ
ル
／
＼
ト 
ナ
リ
テ 
天
□
モ 
遍
ホ
ト
ニ 
長
卿
ハ 
先
ツ 
一
□
ニ
テ 
發
金
陵 
赴
京
也 
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行
人
一
□
ハ 
長-
【
天
□
、
「
囙+
心
」
（
恩
）
】
【
一
□
、
「
馬
*
竒
」
（
騎
）
】 
6
 
卿
自
云
也 
吾
タ
ニ
モ 
ノ
ホ
ラ
ハ 
朱
ワ 
心
安
思
食
メ
セ 
必
可
被
召
也 
補
云 
如
続
翆 
則
落
句
有
漢
高
封
雍
歯
之
語
勢 
7
 
也 
漢
書
高
祖
紀
下 
上
居
南
宮 
従[
二]
復
道
ノ
上[
一]
 
見[
二]
諸
将
徃
々
耦
語
ス
ル
モ
ノ 
[
一]
 
以
問
張
良 
曰 
陛
下
与[
二]
此
属
タ
ク
イ 
[
一]
共
取
天
下 
今
已 
8
 
為
天
子 
而
所[
レ]
封 
皆
故
人
所
ナ
リ 
[
レ]
□ 
所
誅 
皆
平
生
仇
怨 
今
運
軍
吏
計[
レ]
功 
以
天
下
為
不[
レ]
足[
二]
用
徧
封[
一]
 
而
恐
以
■
過
【
「
運
」
右
傍
に
ヒ
、
取
る
べ
き
で
あ
る
。
「
今
軍
吏
計
功
」
に
す
べ
き
】
【
■
「
恐
」
字
見
せ
消
】
【
□
「
木+
冖+
友
」
（
愛
）
】 
9
 
失
及
コ
ト
ヲ 
[
レ]
誅 
故
相
聚
謀
反
耳 
上
曰 
為セ
ン
コ
ト
之
柰
イ
カ
ン
何 
良
曰 
取[
下]
上
素
ヨ
リ
所[
レ]
不[
レ]
快
コ
ヽ
ロ
ヨ
カ
ラ 
計
群
臣
共
知
最
甚
者
一
人[
上]
 
先
封
以
示[
二]
群
臣 
1
0
 
三
月 
上
置
酒 
封
雍
歯
因
趣
ウ
ナ
カ
シ
テ
丞
相 
急
□
功
行
封 
罷
酒 
群
臣
皆
喜
曰 
雍
歯
ス
ラ
且
俟
タ
リ 
吾
属
亡
患
矣
【
□
「
宀
+
之
」
（
定
）
】 
1
1
 
桃
云 
天
書
―
―
垩
朝
無
棄
物 
老
病
独
成
翁 
ト
テ 
天
書
ヲ 
以
テ 
辱
ク 
滄
浪
ニ 
流
落
シ
テ 
居
タ
ル 
逐
君
ヲ 
召
ト
モ 
不
幸 
1
2
 
ニ
テ 
□
ノ
ホ
ラ
ヌ 
サ
ル
ホ
ト
ニ 
何
ト
シ
テ
モ 
ノ
ホ
ラ
イ
テ
ト 
思
テ 
幾
度
モ 
路
マ
テ
ハ
出 
／
＼ 
ス
レ
ト
モ 
違
例
ノ 
叓
ナ
レ
ハ 
カ
ナ
ワ
ヌ
ソ 
病
テ
未[
レ]
能□□
ハ 
1
3
 
引
文
選
卅
四 
枚
乗
七
發
云 
楚
太
子
有
疾 
而
呉
客
徃
問
之 
云
々 
太
子
曰 
僕
病
未
能 
云
々 
又
文
選
廿
八 
灵
運
放
歌
行
云
【
卅
（
三
十
）
】 
1
4
 
今
君
有
テ
カ 
[
レ]
何
ノ
疾 
臨
テ 
[
レ]
路
ニ
独
遲-
廽
ス
ル 
注 
君
謂
被
放
者 
疾
患
也 
遲
廽 
不
行
皃 
若
逢
名
君 
則
無
患 
當
今
□
去 
何
不
【
□
「
冖+
彑
」
（
宜
）
】 
1
5
 
行
之
有
也 
言
ハ 
病
カ
未[
レ]
癒
ホ
ト
ニ 
ノ
ホ
ラ
ウ
ト
テ 
臨
岐
ト
モ 
カ
ナ
ワ
ヌ
ソ 
1
6
 
江
海
―
―
□
云 
大
赦
天
下 
是
ホ
ト 
偏
頗
モ 
ナ
ク 
ト
コ
ノ 
ハ
テ
モ 
大
赦
天
下
テ 
逐
君
ヲ 
召
□ 
サ
ル
ヽ 
恩
澤
ノ 
四
海
ニ 
及
【
□
云
、
「
木+
兆
」
（
桃
）
】
【
召
□
、
「
不*
辶
」
（
還
）
】 
1
7
 
叓
ハ 
如[
三]
春
ノ
遍[
二]
万
國
ニ 
[
一]
 
恩
澤
深
ソ 
欲
字 
面
白
ソ 
ナ
リ
カ
ヽ
ル 
ヲ
リ
フ
シ 
我
ハ 
病
テ 
召
ニ
モ 
不
癒
ホ
ト
ニ 
拾
遺
一
人 
發[
二]
金 
1
8
 
陵[
一]
 
可[
レ]
羨
者
也 
是
ハ 
東
漸
義
也 
1
9
 
漁
菴
云 
滄
浪
客 
指
朱
也 
我
欲
シ
テ 
[
レ]
送[
レ]
朱 
雖[
レ]
岐
臨
以
病 
不[
レ]
能[
二]
面
別[
一]
也 
故
作
詩
寄
之
【
「
雖
」
「
岐
」
間
挿
入
符
あ
り
、
「
臨
」
右
傍
に
転
倒
符
あ
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る
。
「
雖
臨
岐
」
に
す
べ
き
】 
2
0
 
黙
云 
一
之
句 
凡
言
逐
臣 
二
之
句 
刘
自
言
也 
托
病 
不
召
者 
怨
而
怒 
忠
臣
之
故
也 
四
之
句 
朱
一
人
赴
召
也 
2
1
 
天
書
―
―
村 
文
安
元
年
□
云 
臣
ノ
身
ト
シ
テ 
君
ニ
ハ 
罪
ヲ 
皈
セ
ヌ
亊 
チ
ヤ
ホ
ト
ニ 
孔
子
モ 
以
微
罪
去
魯 
云
々 
此
詩
ノ
意
モ 
君
ノ
【
□
「
言*
云+
冄
」
（
講
）
】 
2
2
 
不
召 
ニ
テ
ワ
ナ
イ 
我
病
ホ
ト
ニ 
不
赴
京
也 
江
海
―
―
ヤ
ウ
／
＼ 
亊
コ
ソ 
ヨ
サ
ウ
ナ
レ 
先
ツ 
叓
始
ニ 
朱
カ 
一
騎
ノ
ホ
ル 
如[
二]
春
遍
ニ 
[
一]
 
江
湖
逐
客
モ 
 
二
二
五 
1
 
尽
可
召
帰
也 
一
二
句 
山
谷
十
四 
病
赴
荊
江
亭
即
叓
詩 
傳
聞
有
意
用
□
側 
病
著
不
能
朝
日
辺
【
□
「
米*
凵
」
（
幽
）
】
【
「
力*
辶
」
（
辺
）
】 
2
 
又 
文
明
中
村
講
云 
朱
召_
帰
意 
不-
可
也 
刘
召_
皈
也 
義
同[
二]
続
翠[
一]
 
 
3
 
行
人 
或
云 
行
人
乃
使
者
也 
礼
記 
大
行
人 
小
行
人 
是
也 
行-
人
ハ
傳[
二]
天
書
ヲ 
[
一]
 
召[
二]
長
卿
ヲ 
[
一]
 
々
々
病
テ
不[
レ]
超[
レ]
召 
唯
行
人
一-
騎 
4
 
帰
也 
可
惜
別
也 
村
云 
此
義
非
也 
或
云 
為
使
者
也 
又
非
也
【
「
也
」
「
可
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
實
」
。
「
實
可
惜
別
也
」
に
す
べ
き
】
【
「
云
」
「
為
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
朱
」
。
「
或
云 
朱
為
使
者
也
」
に
す
べ
き
】 
5
 
天
書
―
―
村
義
ニ 
此
詩
ヲ
ハ 
朱
拾
遺
カ 
亰
ヘ 
上
ル
ニ 
読
マ
ル
レ
ト
モ 
刘
長
卿
上
ル
ア
イ
タ 
寄
セ_
別
ル 
[
二]
朱
―
―
ニ 
[
一]
ト
ヨ
ム
カ 
好
也 
サ
ル
ホ
ト
ニ 
6
 
公
方
ヨ
リ 
詔
書
ニ
テ 
遠
國
ノ 
江
湖
ニ 
流
落
シ
テ 
イ
タ
ル
逐
客
ヲ 
召
サ
ル
ヽ
ホ
ト
ニ 
度
々 
サ
ラ
ハ 
マ
カ
リ
上
ラ
ン
ト 
路
マ
テ 
臨
メ 
7
 
ト
モ 
衰
病
シ
テ 
無[
二]
料
簡[
一]
 
雖
然
此
ノ 
江
海
ノ 
茫
々
ト 
遠
キ
マ
テ 
柳
カ 
詩
ニ
モ 
云
如
ク 
詔
書
ハ 
逐
陽
和
至
テ 
四
海
君
恩 
8
 
遍
ホ
ト
ニ 
辱
サ
ニ 
我
カ 
一
騎
マ
テ 
金
陵
ヲ 
發
シ
テ 
亰
エ
コ
ソ 
上
リ
サ
ウ
ヘ
ト 
寄_
別[
二]
朱
―
―
―
ニ 
[
一]
也 
行
人
ハ 
朱
カ 
叓
ト 
云
イ 
又 
説
ニ
ハ 
詔
書 
9
 
ノ
使
ト
云
モ 
甚
非
也 
此
時
ハ 
行
人
ハ 
刘
長
卿
也 
 
 
柳
詩 
本
集
四
十
二
曰 
詔
書
許
逐[
レ]
陽
和
至 
驛
路
開
花
処
々
新 
養
考
之 
1
0
 
病ウレ
ウ 
[
レ]
不[
レ]
能
之
点
也 
漢
書 
病
ハ
愁
也 
言
常
雖
[
レ]
送[
二]
赴[
レ] 
亰
ニ
之
人
ヲ 
[
一]
 
愁[
二]
我
カ
不
[
レ]
[
一]
上[
レ]
亰
也 
非
疾
也 
毛
韵 
病 
憂
也 
患
也 
此
義
非
也 
1
1
 
病
未
能 
文
選
三
十
四
載 
枚
乗
七
發
八
首 
其
中
五
首
末
句 
各
有
太
子
曰
僕
病
未[
レ]
能
ア
タ
？
シ
也
之
八
字 
可
考 
言
太 
1
2
 
子
病 
不
能
随
客
之
所
諫
也 
文
選
卅
五 
載
張
景
陽
七
命
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八
首 
其
中
六
首
末
句 
各
有
余
病
未
能
也
之
語 
盖
効 
1
3
 
七
發
躰
者
也 
1
4
 
張
楷
和 
和
唐
詩
正
音
第
五 
寄
別
朱
拾
遺
云 
白
首
功
名
嗟
我
老 
青
山
帰
記
許
誰 
孤
舟
明
日
天
涯
望 
一
道
秦
関
入
灞
陵
【
「
誰
」
「
孤
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
能
」
。
「
許
誰
能
」
に
す
べ
き
】 
1
5
 
嚴
子
安
題
無
別
字 
養
按 
一
本
有
別
字 
1
6
 
□
本
曰 
天
書
云
々 
全
篇
言 
天
子
今
召
逐
臣 
我
亦
雖
臨
岐 
病
故
不
赴
召 
故
朱
拾
遺
一
騎
先
發
金
陵
也 
行
人 
盖
礼
記 
大
【
□
「
椎+
灬
」
（
樵
】
】 
1
7
 
行
人 
小
行
人
之
義
也 
又
或
謂 
第
二
之
義 
乃
長
卿
未
及
天
書
之
召 
雖
然
恩
澤
今
欲
遍
江
海
茫
々
之
地 
爰 
1
8
 
見
行
人
之
發 
不
甚
感 
可
知
焉 
第
三
之
句
之
義 
柳
詩 
詔
□
云
々
処
々
新
之
義
也
【
□
「
尺+
日
」
（
書
）
】 
1
9
 
和
云 
春
風
強
直
滄
洲
客 
天
府
論
才
得
異
能 
一
自
排
雲
称
献
納 
應
無
閑
□
到
江
陵 
子
安
【
□
「
ヒ+
夕
」
（
夢
）
】 
 
二
二
六 
1
 
張
道
士 
暁
風
云 
道
士 
有
五
種 
一
ニ
ハ
天
真
道
士 
二
ニ
ハ
神
仙
道
士 
三
ニ
ハ
山
居
道
士 
四
ニ
ハ
出
家
道
士 
五
ニ
ハ 
 
 
 
 
在
家
道
士 
2
 
本
集
題 
在
剡
溪
不
逢
道
士
也 
3
 
才
子
傳
巻
之
三 
秦
系 
字
公
緒 
會
諬
人 
天
宝
末 
避
乱
剡
溪 
自
称
東
海
釣
客 
北
都
留
守
薛
兼
訓
奏
為
倉 
4
 
曹
參
軍 
不
就 
客
泉
州 
南
安
九
日
山
中
有
大
松
百
餘
章 
俗
傳
東
晋
所
植 
系
結
□
其
上 
穴
石
為
研 
注
【
□
「
广*
戸
」
（
盧
）
】 
5
 
老
子 
弥
年
不
出 
云
々 
与
刘
長
卿
韋
應
物
善 
多
以
詩
相
贈
荅 
権
德
輿
曰 
長
卿
自
以
為
五
言
長
城 
系 
6
 
用
徧
師
攻
之 
雖
老
益
壮 
年
八
十
餘
卒 
 
 
 
 
新
唐
書
列
傳
一
百
二
十
一 
隠
逸
傳
載
系 
7
 
盤
石
―
―
道
士
之
所
居 
以
盤
石
為
座 
以
垂
蘿
為
墻 
別
不
営
室
家
也 
盖
佛
者 
在
山
林
樹
下
修
行
之
類
也 
只
是
ソ
レ
ナ
カ
ラ 
家イヘ 
8
 
五
枝
花 
或
云 
道
家
以
草
花
綉
蒲
團
也 
愚
謂 
盤
石
垂
蘿
為
家 
則
豈
用
綉
蒲
團
乎 
9
 
本
草
木
部
十
二
巻 
帝
休
主
不
愁 
帶
之
愁
自
銷
矣 
生
少
室
嵩
山 
 
二
二
七 
1
 
山
海
経
曰 
少
室
山
有
木 
名
帝
休 
枝
五
衢 
黄
花
黒
實 
服
之
不
愁 
今
嵩
山
應
有
此
木 
未
識 
固
可
求
之 
亦
如
萱
草
之
忘
憂
也 
2
 
千
金
方 
五
枝
花 
喩
五
臓
也 
3
 
暁
風
云 
事
林
廣
記
續
集 
第
七
多
部
本
也
／
少
部
無
也 
花
酒
令 
花
酒
左
手
把
花
／
右
手
指
酒 
云
々 
十
朶
五
枝
花
注
以
手
伸
五
指
反
覆 
應
十
朶 
亦
舒
五
指 
應
五
枝 
仍
旧
指
花 
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4
 
梅
謂 
五
枝
花
三
字 
證
耳 
於
詩
無
益 
打
坐
者 
禅
家
者
坐
禅
也 
五
枝
花
者 
公
案 
柏
樹
子
之
類
也 
5
 
或
云 
五
枝
花 
東
坡
詩 
所
謂
烟
蘿
子
也 
烟
蘿
子
即
図
師
也 
五
臓
六
腑
諸
脈
血
道
之
図
也 
掛
此
図
於
壁
間 
見
盖
道
【
「
見
」
「
盖
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
之
」
。
「
見
之
」
に
す
べ
き
】 
6
 
士
観
法
未
熟
也 
少
抑
道
士
也 
本
集
題
云 
在
剡
溪 
不
逢
道
士 
然
則
雖
不
逢
之 
想
是
平
居
如
此
乎 
猶
字
抑
之
也 
一
義 
7
 
云 
秦
系
注
老
子
経 
嗜
道
家
学 
豈
抑
張
道
士
哉 
言
秦
系
過
張
山
居 
子
細
見
所
掛
之
五
臓
図
也 
全
萹
有
羨
張
之
意
也 
8
 
暁
風 
梅
謂 
叓
林
廣
記
別
集
下
少
部
也 
多
部
ニ
ハ
／
續
集
四
巻
也 
修
真
部
云 
内
視
迎
氣 
真
人
曰 
外
縁
□
屏 
須
守
五
神 
黄
帝
内
視
【
□
「
リ*
旡
（
既
）
】 
9
 
法 
存
思
食 
令
見
五
臓 
有
如
垂
磬 
了
々
分
明 
云
々 
由
是
観
之 
道
之
道
家
打
坐
法 
見
五
臓
之
五
色 
号
五
枝
花 
1
0
 
欤 
又
五
枝
花 
用
季
昌
注 
可
也 
天
隠
注 
玉
室
山
云
々 
此
注
非
也 
五
衢
非
五
枝 
雖
然 
五
臓
之
區
別 
比
花
五
衢 
或
比
花
五
枝 
熟 
1
1
 
亦
可
欤 
五
衢 
五
葉
也 
玉
字 
或
作
王 
或
作
石 
未
知
孰
是 
1
2
 
暁
風
云 
旧
抄 
本
集
題
云 
在
剡
溪
不
逢
道
士 
梅
取
此
説 
第
一
句 
不
逢
張
道
士 
唯
有
盤
石
垂
蘿
而
已 
不
可
离
此
山
中 
第
二
句 
1
3
 
盤
石
垂
蘿
之
外 
無
餘
物 
秦
系
不
逢
道
士 
屡
回
首
而
猶
欲
看
其
道
家
打
坐
図 
々
々
々
亦
無
之 
言
欲
看
五
枝 
1
4
 
花 
々
々
々
亦
無
之 
或
云 
第
二
句
属
道
士 
言
秦
系
雖
謁
道
士 
々
々
不
相
揖 
而
只
自
回
首 
子
細
看
打
坐
五
枝
花 
1
5
 
図 
道
士
離
世
俗
之
礼
数 
只
神
仙
導
氣
打
坐
而
已 
或
説
云 
不
逢
道
士 
而
看
五
枝
花
打
坐
図
而
已 
此
説
亦 
1
6
 
通 
但
無
滋
味 
梅
謂 
雖
不
逢
道
士 
盤
石
垂
蘿
之
体 
回
■
猶
如
看[
三]
道
士
儼
然
為ナ
ス
ヲ 
[
二]
五
枝
花
之
打
坐
ヲ 
[
一]
 
猶
字 
猶
如
【
「
道
」
字
見
せ
消
、
右
傍
に
「
首
」
。
「
回
首
」
に
す
べ
き
】 
1
7
 
二
字
之
義
可
也 
幻
謂 
此
義
不
可
也 
1
8
 
回
頭
―
―
村
云 
道
家
ノ
観
ヲ
ハ 
皆
透
過
シ
テ 
了
畢
ス
レ
ト
モ 
猶
ヲ
モ 
慕
テ 
図
ニ
写
シ
テ 
ヲ
イ
タ 
五
枝
花
ヲ 
看
テ 
イ
タ
ソ 
1
9
 
村
云 
猶 
看
字
ハ 
花
ヲ 
承
テ 
云
ヘ
ト
モ 
心
ハ 
観
法
ヲ 
ス
ル
ヲ 
云
ソ 
桃
抄
云 
五
枝
花
ハ 
古
今
不
審
ス
レ
ト
モ 
只
ヤ
ス
ク 
心
得
ヘ 
2
0
 
タ
カ 
ヨ
イ
ソ 
密
宗
ノ 
観
法
ニ
モ 
或
八
葉
蓮
花
ト 
観
シ 
或
又
心
月
輪
上
ニ 
坐
ス
ト 
観
ス 
浄
土
宗
ハ 
日
相
ヲ 
観
シ 
宝
樹
ヲ 
2
1
 
観
ス
ル 
叓
ア
リ 
其
様
ニ 
道
家
ニ
モ 
五
枝
花
ヲ 
観
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シ
テ 
打
坐
也 
錬
形
ノ 
叓
ニ 
離
花
坎
□
ナ
ン
ト
ヽ 
云
亊
ア
レ
ハ 
サ
モ
ア
ラ
ン
ソ
【
□
「
蕋+
木
」
（
蕊
）
】 
 
二
二
八 
1
 
特
ニ 
増
注
ニ 
道
家
打
坐
亊
ト 
ア
ル
上
ハ 
疑
モ 
ナ
イ
ソ 
見
神
仙
傳
云 
図
カ 
ア
ツ
テ
■
行
ト 
[
レ]
世
ニ 
ア
ル
ホ
ト
ニ 
異
論
モ
ナ 
2
 
イ
ソ 
ナ
ニ
サ
マ 
坐
観
ナ
リ 
言
ハ 
此
道
士
ハ 
樹
下
石
上
ニ 
居
テ 
行
オ
コ
ナ
ウ
ト
ハ 
云
ヘ
ト
モ 
マ
タ 
修
行
ヲ
ハ 
不
忘
ナ
リ
ソ 
活
脱
ノ 
人
テ
ハ 
3
 
ナ
イ
ソ 
回
頭
ハ 
坐
禅
ヲ 
ス
ル
ナ
リ
ソ 
此
義
ハ 
チ
ツ
ト 
イ
ヤ
チ
ヤ
ソ 
坐
禅
ス
ル
ト
テ 
回
頭
ハ 
ナ
ン
ト 
ヤ
ラ
ン
シ
タ
ソ 
能
亊
竟
ノ 
4
 
人
チ
ヤ
カ 
マ
タ
モ 
五
枝
花
ノ 
観
法
ヲ 
ス
ル
ト 
云
心 
 
 
 
欤 
5
 
松
間
―
―
辟
穀
導
引
シ
テ 
人
間
ノ 
烟
火
テ 
シ
タ
物
ヲ
ハ 
不
食
ソ 
霞
ヲ 
為
□
コ
ソ 
居
ラ
ル
ヽ
ラ
ウ
ソ
【
□
「
人+
白+
八
」
（
食
）
】 
6
 
五
枝
花 
或
云 
大
集
経
云 
何
具
足 
云
何
遠
離 
言
遠
離
者 
遠
離
五
盖 
言
具
足
者 
具
足
五
枝 
所
謂
覚
観
喜
安
定 
7
 
云 
第
二
禅
亦
離
五
亊 
具
足
五
枝 
一
者
念 
二
者
捨 
三
者
恵 
四
者
安 
五
者
定 
入
第
四
禅 
云
々 
盖
道
家
者 
所
修
之 
8
 
法 
亦
如
吾
佛
家
者
乎 
 
 
 
五
衢
者 
麥
之
双
頭 
曰
两
岐 
五
―
モ 
五
マ
タ
ニ
有
枝
也 
9
 
樵
講
曰 
乾
坤
清
意
集
云 
五
枝
花 
五
蔵
也 
近
キ
醫
書
也 
麥
穂
两
歧 
謂
一
茎
两
穂 
匀
府 
1
0
 
雪
本
曰 
盤
石
云
々
二
句 
言
秦
系
到[
二]
張
道
士
之
居
[
一]
 
則
盤
石
為[
レ]
座 
垂
蘿
為
家 
以
観[
二]
所[
レ]
畫
五
枝
花[
一]
也 
案[
二]
千
金
□
方[
一]
云【
□「
羽*
戈
」（
翼
）】 
1
1
 
五
藏
如
五
色
花 
故
醫
術
家
画
五
藏
之
精 
以
對
之 
五
枝
花 
恐
言
之
乎 
猶
看
二
字
属
秦
系 
則
可
乎 
何
則
在 
1
2
 
在
剡
溪
不
逢
道
士
之
題
并
案 
無
其
人
可
視
焉 
起
赴
皈
■
途 
回
頭
猶
看
打
坐
五
観
之
図
也 
1
3
 
和
云 
五
色
雲
城
仙
子
家 
巣
雲
松
下
落
金
花 
石
壇
雨
過
灵
芝
老 
夜
半
東
窓
見
暁
霞 
子
安 
 
二
二
九 
1
 
李
渤 
風
云 
新
唐
書
列
傳
四
十
二
并
十
七
史
列
傳
二
十
四
云 
李
渤 
字
濬
之 
刻
志
於
字 
与
仲
兄
渉
偕
隠
盧
山 
久
之 
更 
2
 
徙
少
室 
云
々 
才
子
傳 
李
渉
傳
云 
渤
之
仲
兄
也 
勝
覧
十
七 
南
康
軍 
白
鹿
書
院 
注 
唐
李
渤
与
兄
渉
倶
隠
於
此 
3
 
翰
墨
全
書 
氏
族
部 
李
渤
与
兄
渉
倶
隠
南
康
山
中 
排
韵
李
渤
傳 
与
兄
渉
倶
隠
南
康
山
中 
履
歴 
李 
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4
 
渉 
李
渤
之
兄 
此
注 
独
以
渤
為 
以
渉
為
弟 
恐
非
欤 
古
注
引
戴
延
之
西
征
記 
今
天
隠
注
本 
削
去
六
字 
有
深
意
乎
【
「
為
」
「
以
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
兄
」
。
「
以
渤
為
兄
」
に
す
べ
き
】 
5
 
文
選
十
六 
潘
安
仁
懐
旧
賦
中 
李
善 
嵩
高
注 
引
戴
延
之
西
征
記 
云
々 
然
則
李
渤
以
前
之
書
乎 
豈
載
渤
事
哉 
6
 
編
年
通
論
巻
第
二
十
二 
帰
宗
智
常
禅
師 
目
有
重
瞳 
遂
用
薬
手
按
摩 
久
而
目
眥
倶
赤 
世
號
拭
眼
帰
宗 
江
州 
7
 
刺
史
李
渤
問
曰 
教
中
謂 
須
弥
納
芥
子 
渤
則
不
疑 
芥
子
納
須
弥 
莫
是
妄
談
否 
師
云 
人
傳
史
君
讀
万
巻
書
是 
8
 
否 
渤
曰 
然 
■
師
曰 
摩
頂
至
踵
如
椰
子
大 
万
巻
書
向
什
麼
処
着 
渤
俛
首
而
已 
又
問 
一
大
藏
教
明
得
什
麼
辺
亊
【
「
則
」
字
見
せ
消
】
【
俛
（
俯
）
】 
9
 
師
挙
拳
示
之 
云 
會
广 
渤
云 
不
會 
師
云 
言
箇
措
大 
拳
頭
也
不
識 
渤
云 
請
師
指
示 
師
曰 
會
則
途
中
受
用 
不
會
則
世
諦
流
布
【
「
會
广
」
、
「
广
（
麼
）
」
】
【
「
言
」
は
「
這
」
の
略
か
】 
1
0
 
躑
躅
花 
南
中
花
多
紅
赤 
亦
彼
方
之
色
也 
唯
躑
躅
為
勝 
嶺
北
時
有 
不
如
南
之
繁
多
也 
山
谷
間
悉
生 
二
月
發
時 
1
1
 
照
耀
如
火 
月
餘
不
歇 
出
嶺
南
異
物
志 
1
2
 
韓
文
四 
三
月
嵩
少
ニ
■
歩
メ
ハ 
躑
躅
紅
千
層 
注 
羊
見
之
則
分
散 
故
名
羊
躑
躅 
韋
蘇
州
集
第
四 
送
黎
六
郎
赴
陽
【
「
室
」
字
見
せ
消
】 
1
3
 
翟
少
府
詩
云 
試
吏
向
崧
陽 
春
山
躑
躅
芳 
 
断
江
摘
藁
第
一 
経
賈
似
道
墓
詩 
木
綿
菴
下
鵂
鶹
雨 
附
子
岡
頭
躑
躅
紅 
1
4
 
躑
躅 
太
平
廣
記
六
十
八 
寳
暦
中 
有
封
渉
孝
廉
者 
居
于
少
室 
云
々 
書
堂
之
畔 
景
象
可
窺 
泉
石
清
寒 
桂
蘭
雅
澹 
 
二
三
〇 
1
 
戯
猱
毎
竊
其
庭
果 
唳
鶴
頻
拓
於
澗
松 
虗
籟
時
吟 
繊
埃
昼
閴シズ
カ
ナ
リ 
烟
鎖
簹
篁
之
翠
莭 
露
滋
躑
躅
之
紅
葩 
云
々
【
「
拓
」
右
傍
よ
り
書
き
込
み
「
取
也 
拾
也
」
と
あ
る
】 
2
 
續
翆
云 
李
渤
未
出
山
以
前
作
欤 
五
渡
―
―
言 
面
白
処
ニ
イ
タ 
者
カ
ナ 
殊
ニ 
春
ナ
レ
ハ 
一
段
可
愛
也 
人
間
ヘ 
不
出
ト
モ 
應 
3
 
好
也 
一
之
句
見
也 
色
也 
一
年
之
春
也 
二
句 
□
也 
□
也 
一
日
之
中
也 
斎
後
講
経
也 
春
山
―
―
言
一
二
之
句 
所
謂
ノ 
外
ニ
モ
【
「
二
」
「
句
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
之
」
。
「
二
之
句
」
に
す
べ
き
】
【
「
□
也 
□
也
」
、
「
門
*
夕
」
（
聞
）
、
「
士+
巴
」
（
声
）
】 
4
 
面
白
処
ア
ル
ヘ
モ 
是
ハ
羨
ム 
心
ア
ル
也 
己
ホ
ト 
面
白
ホ
ト
ニ 
出
テ 
タ
ム
ナ
イ
ト 
云
心
也 
処
々
字
ニ
テ 
一
二
句
ヲ 
ア
ラ
ワ
ス
也 
三
十
六
峰
ノ
外
ニ
モ 
面
白
処
コ
ソ 
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ア
ル
ラ
ン 
5
 
渊
云 
処
々
字 
結
前
生
後
也 
五
渡
溪
字 
起
幾
峰
字
也 
6
 
村
云 
始
／
講 
春
山
―
―
春
ニ
ナ
レ
ハ 
無
隙
也 
三
十
六
峰
ニ 
遊
ホ
ト
ニ 
一
日
モ 
ヤ
ワ
ヤ 
家
ニ 
居
ル
叓
ハ 
ア
ル 
又
張
カ 
渤
カ
処
ヘ 
イ
ケ
ハ 
7
 
一
日
モ 
不
居
ホ
ト
ニ 
推
量
ス
ル
ニ 
三
十
六
峯
ヲ 
見
ル
ホ
ト
ニ 
不
在
家
欤 
一
日
ニ 
一
峯
ツ
ヽ 
見
ト
モ 
三
十
日
ニ
ハ 
可
餘
也 
8
 
陳
後
山
詩 
四
百
菴
寮
一
歳
中 
注 
刘
氏
家
南
康
廬
山
之 
山
有
三
百
六
十
菴 
詩
意
謂 
日
遊
一
菴 
足
了
一
歳 
欲
其
徧
歴
樷
林
也
【
「
之
」「
山
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
下
」
。
「
廬
山
之
下
」
に
す
べ
き
】 
9
 
補
云 
第
二
句 
言
渤
嗜
禅
也 
又
号
少
室
山
人
者 
慕
藺
達
磨
乎 
行ユ
イ
テ
カ
ハ 
應
好
之
三
点
也 
除
却
五
渡
与
寺 
更
有
三
十
六
峯
【
「
行
」
左
傍
に
「
ユ
ク
／
＼
」
と
あ
る
】 
1
0
 
不
知
看
花
到
幾
峰 
漁
菴
云 
到
幾
峯
者 
不
倒
也 
五
渡
嵩
陽
寺 
其
境
佳 
而
終
日
留
連 
其
餘
不
倒
幾
峰
也 
此
義
無
用
欤 
1
1
 
五
渡 
風
云 
一
義 
第
一
句 
言
躑
躅
開
時 
尋
渤
不
逢 
籍
恨
之 
第
二
句 
言
於
嵩
寺
講
席 
尋
渤 
又
不
逢 
尤
恨
之 
1
2
 
第
三
四 
言
不
逢
之 
故
寄
此
詩 
述
数
日
相
尋
之
亊 
即
今
寄
此
詩
時 
亦
必
可
遊
山 
三
十
六
峰 
其
所
遊
之
多
也 
1
3
 
嵩
陽
寺
ノ
―
―
―
ノ
鐘 
談
義
ノ
鐘
也 
 
春
山
―
―
―
テ
―
シ 
[
レ]
―
ル 
一
月
―
テ[
レ]
 
―
ヲ
―
ラ
ン[
二]
 
―
―
カ[
一]
言
ハ 
嵩
山
ニ
ハ 
有
卅
六
峯
間 
一
月
ニ 
一
々
ニ 
見
ト
モ 
一
月
ニ
ハ 
1
4
 
見
尽
ス
マ
シ
キ 
間
タ 
羨
ム
之
ヲ 
意
也 
躑
躅
ハ 
注
ニ
ア
ル
如
ク 
羊
見[
レ]
之
ヲ 
躑
躅
ト 
ヲ
ド
ル
也 
故
以
為
[
レ]
名
耳 
1
5
 
雪
本
曰 
五
渡
云
々 
一
句
言 
崧
山
五
渡
渓
辺 
躑
躅
映
山 
李
渤
在
此
中 
想
可
聞
鐘
陪
講
筵
也 
 
 
春
山
―
―
二
句
有
羨
之
意
也 
1
6
 
張
楷
和
云 
晩
山
雲
尽
夕
陽
紅 
隔
水
時
聞
僧
舎
鐘 
君
在
山
中
應
念
我 
日
開
幽
戸
對
青
峰 
1
7
 
和
云 
春
満
雲
林
緑
間
紅 
岳
祠
風
逈
遠
聞
鐘 
近
来
知
有
謝
公
履 
應
上
鷄
鳴
絶
頂
峰
【
「
岳
」
左
傍
よ
り
書
き
込
み
「
注 
岳
即
嵩
岳
也
」
と
あ
る
】 
1
8
 
韓
文
第
三 
杏
花
詩
曰 
山
榴
躑
躅
少
シ
意-
思 
注 
韓
曰 
本
草
注 
躑
躅
樹
生
高
三
四
尺 
花
似
山
石
榴 
或
云 
一
名
山
石
榴 
 
二
三
一 
1
 
南
荘
春
晩 
續
翆
云 
草
暖
―
―
春 
ノ
ト
カ
ナ
ル 
皃 
面
白
時
分
也 
吁 
ア
ノ
去
舟
ハ 
何
処
ヘ 
行
ソ 
巴
丘
ノ
方
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ヘ 
行
ケ
ナ 
誰
舟 
2
 
ニ
テ
カ 
有
ル
ラ
ン 
沅
湘
―
―
春
ハ 
帰
レ
ト
モ 
不
皈
者
ア
ル
ニ 
此
舟
ハ 
皈
ル
人
欤 
我
ハ 
不
皈
シ
テ 
又
此
地
ニ
テ
コ
ソ 
春
ヲ 
送
ス
ラ
ウ 
3
 
□
□
ハ 
不
得
志
之
意
也 
群
玉
カ
体
也 
湘
妃
叓
ナ
ケ
レ
ト
モ 
下
ニ
ア
ル
欤 
一
之
句
ハ 
羨
也 
4
 
渊
云 
草
暖
ハ 
蘋
香
ニ
テ
ワ 
ナ
イ
欤 
沙
長
ハ 
水
緑
ニ
テ
ハ 
ナ
イ
欤 
ヨ
モ 
同
シ 
叓
ヲ
ハ 
ス
ル 
先
言 
春
晩
景
也 
沙
長
ハ 
南 
5
 
荘
也 
草
暖
ハ 
春
晩
也 
天
下
ノ 
面
白
処
也 
風
雨
之
時
ハ 
景
不
面
白
也 
此
地
ニ
テ 
知
人
ヲ 
送
ホ
ト
ニ 
其
舟
ヲ 
望
メ
ハ
ト 
6
 
コ
ノ 
サ
カ
イ
ト
モ
ナ
ク 
向
巴
丘
也 
群
玉
独
留[
二]
于 
此
地
ニ 
[
一]
也 
面
白
処
ニ 
草
暖
沙
長
次
第
ニ 
春
帰
尽
後
ハ 
猶
々 
夏
ヘ 
向
テ 
水
緑 
7
 
蘋
香
シ
テ 
群
玉
自
愁
也 
一
之
句 
眼
前
景
也 
春
帰
尽
テ
ハ 
水
緑
蘋
香
ラ
ン
ソ 
8
 
補
講
云 
聴
雨
ハ 
水
緑
蘋
香
人
自
愁
之
句
ハ 
言
讒
不
可
陳
処
也
ト
テ 
一
嘯
而
已 
9
 
微
茫
―
― 
一
義
云 
舟
已
去
後 
唯
有
烟
浪
向
巴
丘
耳 
1
0
 
雪
本 
或
云 
群
玉
立
澧
浦
望
去
来
之
舟 
則
其
水
微
茫 
接
巴
丘
也 
沅
湘
二
妃
所
没
之
地 
今
望
之 
寂
々
春
亦 
1
1
 
尽
矣 
故
於
水
緑
蘋
香
之
処 
懐
其
人
也 
傳
與
詩
云 
江
草
离
々
江
水
流 
玉
人
何
処
捲
簾
鈎 
垂
【
「
與
」
「
詩
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
左
傍
に
「
砺
」
。
「
傳
與
砺
」
に
す
べ
き
】 
1
2
 
楊
学
尽
春
来
痩 
不
省
人
間
有
別
愁 
意
出
此
詩 
1
3
 
沅
湘
―
― 
一
義
云 
柳
子
厚
詩
云 
欲
採
蘋
花
不
自
由
之
意
也 
去
舟
人
ヲ 
送
ニ 
セ
メ
テ 
蘋
ヲ 
採
テ 
ナ
リ
ト
モ 
ヤ
リ
タ
ケ
レ 
1
4
 
ト
モ 
不
自
由
シ
テ 
自
愁
耳 
此
義
非
也 
言
ハ
春
已
帰
後 
沅
湘
寂
々 
サ
ル
ヤ 
水
ワ 
ユ
ク
ヤ 
ウ
レ
シ
サ
ウ
ニ 
緑
ニ 
蘋
モ
【
「
サ
」
「
ル
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
「
ヤ
」
右
傍
に
転
倒
符
あ
る
。
「
サ
ヤ
ル
」
に
す
べ
き
】 
1
5
 
ウ
レ
シ
サ
ウ
ニ
ナ
リ
テ 
香
也 
言
得
時
也 
人
ハ 
ツ
ヲ
ク 
カ
ナ
シ
イ
ソ 
此
義
可
也 
一
義
云 
望
去
舟
ハ 
■
群
玉 
黄
陵
庿
【
「
璧
」
某
字
見
せ
消
】 
 
二
三
二 
1
 
詩 
軽
舟
短
棹
唱
歌
去
之
意
也 
吾
所
思
之
人
ハ 
軽
舟
短
棹
ニ
テ 
去
ヲ 
望
テ 
ス
コ
／
＼
ト
シ
テ 
カ
ナ
シ
イ
ソ 
沅
湘
―
―
思
二 
2
 
妃
也 
所
思
之
人 
乗
舟
去
後 
春
亦
暮
矣 
水
緑
蘋
香
処
々 
独
自
愁
耳 
此
義
尤
可
也 
3
 
村
云 
行
人
去
後 
群
玉
獨
愁
也 
村
又
云 
舟
ヤ 
愁
ワ 
ア
ワ
ヤ 
例
ノ 
群
玉
カ 
二
妃
ノ 
叓
欤 
4
 
望
去
舟 
或
云 
触
目
意
也 
時
有
去
舟
向
巴
丘
也 
 
或
云 
国立公文書館内閣文庫蔵天文五年写『三体詩幻雲抄』翻刻と校注（７）（劉玲）(13) 
 
送
友
人
舟
也 
5
 
草
暖
―
―
桃
云 
巴
丘
者 
長
沙
也 
烟
水
接
長
沙
也 
然
則
沙
長
字
有
味 
望
去
舟 
興
也 
言
雖
有
済
川
才 
不
用
之 
6
 
故
屈
原
ノ
亦
投
湘
水
也 
沅
湘
―
―
如
此
無
知
音
処
ニ 
居
テ 
又
送
春
也 
水
緑
蘋
香
ヲ 
見
ニ
ツ
ケ
テ
モ 
愁
深
也 
柳
子
厚
欲
採
蘋
花 
7
 
不
自
由
ノ
心
ソ 
蘋
花
白 
比
忠
臣
明
也 
子
厚
嘆 
雖
薦
他
才 
挙
之
者 
群
玉
自
惜
吾
才
也 
春
尽
テ 
蘋
ワ 
老
ト
モ 
無[
二]
採[
レ]
之
以
薦
者[
一]
【
「
才
」
「
挙
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
旡
」
。
「
旡
挙
之
者
」
に
す
べ
き
。
「
旡
（
無
）
」
】 
8
 
故
云 
人
自
愁
也 
左
傳 
蘋
蘩
薀
藻
之
菜 
行
汙
黄
潦
之
水 
可
薦
鬼
神 
可
羞
王
俟 
故
云 
水
緑
蘋
香
也 
9
 
李
群
玉
又
有
南
荘
春
晩
詩 
新
選
云 
連
雲
草
映
一
條
陂 
鸂
鶒
双
々
帶
水
飛 
南
村
小
路
桃
花
落 
細
【
「
選
」
「
云
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
左
傍
に
「
集
」
。
「
新
選
集
云
」
に
す
べ
き
】 
1
0
 
雨
斜
風
独
自
帰 
幻
謂 
双
々
字 
独
帰
字 
恐
有
所
感
乎 
語
意
可
与
此
詩
併
案
焉 
1
1
 
草
暖
―
―
暁
風
云 
此
萹
以
屈
原
自
比 
詩
以
比
離
騒
経 
第
一
句 
言
以
草
暖
沙
長
喩
小
人
得
処 
离
騒
意
也 
見
去
舟 
嘆
我 
1
2
 
有
経
済
之
才
而
不
用 
第
二
句 
言
去
舟
所
向
也 
第
三
句 
言
沅
湘
寂
々 
感
二
女
憶
三
閭 
况
春
尽
時
哉 
第
四
句 
言
世
間 
1
3
 
如
滄
浪
濁 
沅
湘
緑
者 
自
比
其
襟
宇
潔 
蘋
香
者 
比
其
德
馨
也 
有
才
而
用 
故
独
自
愁
而
已 
人
字 
群
玉
自
云
也
【
「
而
」
「
用
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
不
」
。
「
有
才
而
不
用
」
に
す
べ
き
】 
1
4
 
第
四
應
第
一 
第
三
應
第
二 
又
草
暖 
沙
長 
緑
水 
蘋
香 
是
離
騒
体 
故
不
為
重
復
也 
梅
謂 
屈
原
離
騒
経
云 
済[
レ]
沅
【
「
長
」
「
緑
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
「
水
」
右
傍
に
転
倒
符
あ
る
。
「
水
緑
」
に
す
べ
き
】 
1
5
 
湘
ヲ
以
南
ニ_
征
兮 
就
重
蕐
而
陳
詞 
王
逸
注
云 
言
ウ
己
レ
依
聖
王
法
而
行 
不[
レ]
容イ
レ
ラ
レ 
[
二]
於
俗[
一]
 
故
欲
度
沅
湘
之
水
南
行 
陳
詞
自
説 
諬 
1
6
 
疑 
又
屈
原
湘
夫
人
篇
云 
沅
有
芷
兮 
澧
有
蘭
兮 
王
逸
注
云 
沅
水
之
中 
有
盛
■
之
芷 
澧
水
之
外 
有
芬
芳
之
蘭 
異
【
■
某
字
見
せ
消
、
左
傍
に
「
茂
」
。
「
盛
茂
」
に
す
べ
き
】 
1
7
 
於
衆
草 
以
興タト
ウ
湘
夫
人
美
好 
亦
異[
二]
於
衆
人[
一]
 
云
々 
此
萹
三
四
用
离
■
九
歌 
見
之 
則
可
也
【
■
某
字
見
せ
消
、
左
傍
に
「
騒
」
。
「
離
騒
」
に
す
べ
き
】 
1
8
 
才
子
傳 
李
群
玉
傳
末
云 
夫
澧
浦 
古
騒
人
之
國 
屈
平
仕
遭
譖 
不
知
所
訴 
心
煩
意
乱 
賦
為
離
騒 
々 
愁
也 
已
矣 
1
9
 
哉 
國
人
知
我
兮 
又
何
懐
乎
故
都 
委
体
魚
腹 
招
兮
不
来 
芳
草
萎
□ 
蕭
艾
參
天 
奚
何
一
時
而
然
也 
群
玉
継
稟
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脩
【
□
「
サ+
尓
」
（
薾
）
】 
2
0
 
能 
翺
翔
大
化 
人
不[
レ]
知
而
テ
不[
レ]
愠 
碌
不[
レ]
及
而
不[
レ]
言 
望[
二]
涔
陽
之
亡
極[
一]
 
挹
杜
蘭
之
緒
馨 
疑
君
門
以
披
懐 
霑
一
命
而
潜
退 
風 
2
1
 
景
満
目 
寧
無
愧
古
人 
故
其
格
調
清
越 
而
多
登
山
臨
水
懐
人
送
之
製 
如
遠
客
坐
長
夜 
雨
声
孤
寺
秋 
請
量
東 
 
二
三
三 
1
 
海
水 
看
取
浅
深
愁
□
句 
已
曲
尽
覊
旅
坎
壈
之
情 
壮
心
千
里
於
方
寸
不
擾 
亦
大
難
矣
【
□
「
サ+
寺
」
（
等
）
】 
2
 
本
集
作
澧
浦
春
晩 
盖
澧
州 
澧
陽
縣
也 
澧
浦
近
沅
湘 
3
 
雪
本
曰 
草
暖
云
々 
全
萹
言
群
玉
望
故
人
去
舟 
則
其
人
不
見 
而
有
烟
浪
向
巴
丘
而
已 
然
我
所
居
之
沅
湘 
4
 
乃
流
水
寂
々 
春
亦
昄
尽 
今
雖
水
緑
蘋
香 
無
釆
以
可
献
之
人 
故
獨
自
愁
也 
5
 
子
安
和
云 
簔
笠
帰
来
急
繋
舟 
得
魚
載
酒
向
林
丘 
落
花
満
眼
随
流
水 
蝶
与
遊
蜂
相
對
愁 
6
 
長
溪
秋
思 
或
作
愁
字 
盖
未
赴
河
中
之
前
作
也 
秋
已
在
河
中 
故
作
愁
字
可
乎 
此
意
無
用
乎
【
こ
の
行
ま
で
「
長
溪
秋
思
」
原
典
テ
キ
ス
ト
が
置
か
れ
て
い
る
】 
7
 
幻
謂 
彦
謙
在
河
中
者 
重
栄
未
亡
時
也 
旧
抄
非
也 
幻
謂 
彦
謙
想
當[
二]
重
栄
遇
害
之
後[
一]
 
無[
レ]
所[
レ]
托 
以
寓[
二]
韋
杜
之
間[
一]
 
8
 
自[
レ]
春
至[
レ]
秋 
然
後
赴
漢
中
也 
才
子
傳
云 
王
重
栄
表
為
河
中
従
事 
重
栄
遇
害 
彦
謙
貶
漢
掾
中
【
「
漢
」
「
掾
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
「
中
」
右
傍
に
転
倒
符
あ
る
。
「
漢
中
掾
」
に
す
べ
き
】 
9
 
松
月
云 
柳
依
々
短 
莎
青
々
長 
水
襄
々
流 
皆
愁
人
之
具
也 
况
烟
雨
中
独
立
溪
頭
到
黄
昏 
是
豈
無
心
者
乎 
1
0
 
雖
摩
詰
□
墨
之
妙 
不
能
寫
其
万
一
也 
情
積
乎
中 
發
以
托[
レ]
物
者
也 
寒
鴉
―
―
鴉
而
寒
者 
尚
翼
相
比
去 
得
[
二]
前
【
□
「
虗*
戈
」
（
戯
）
】 
1
1
 
山
旧
枝
之
安[
一]
 
人
而
不[
レ]
若[
二]
禽
鳥
之
安[
一] 
獨
立
自
愁
到[
二]
黄
昏
時[
一]
也 
1
2
 
此
詩 
王
重
栄
遇
害
而
後 
彦
謙
未
為
漢
中
掾
前
作 
則
其
情
可
知
矣 
1
3
 
坡
詩
十
九 
孤
雲
落
日
西
南
望 
長
羨
皈
鴉
自
村
識
【
「
南
」
字
右
傍
よ
り
書
き
込
み
「
指
蜀
」
と
あ
る
】
【
「
自
」
「
村
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
「
識
」
右
傍
に
転
倒
符
あ
る
「
自
識
村
」
に
す
べ
き
】 
 
二
三
四 
1
 
柳
短 
彦
謙
自
比
才
短 
莎
長
比
小
人
得
意 
溪
水
流
比
光
陰
自
流
也 
雨
微
比
恩
澤
少 
烟
暝
比
時
世
暗
也 
寒
鴉
羨 
2
 
彼
有
所
托
也 
黄
昏
比
君
子
処
昏
乱
之
朝 
身
已
閑
退 
無
聊
之
情 
不
勝
説
焉 
独
自
愁
也 
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3
 
村
云 
此
義
亦
可
也 
柳
比
君
子
失
時 
离
騒
文
選
体
如
此 
或
云 
玉
屑
第
九 
有
此
評
詩 
幻
按 
玉
屑
唯
有
托
物
詳
【
「
此
」
「
評
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
「
詩
」
右
傍
に
転
倒
符
あ
る
。
「
有
此
詩
評
」
に
す
べ
き
】 
4
 
而
無
此
詩
評
也 
5
 
補
云 
長
カ
シ
カ
ナ
ト 
思
タ
柳
ハ 
短
ク 
ミ
タ
ウ
ム
ナ
イ 
莎
ハ 
長
也 
一
之
句
有
三
重
愁 
二
之
句
有
三
重
愁
也 
續
翆
云 
ア
マ 
6
 
リ
ノ 
叓
ニ 
柳
モ 
ア
ル
マ
イ 
莎
モ 
ア
ル
マ
イ 
水
モ 
ア
ル
マ
イ
カ
ナ
ト 
思
タ
レ
ハ 
ア
ラ 
不
思
議
ヤ 
柳
モ 
ア
リ 
莎
モ 
ア
リ 
水
モ 
ア
ル
也 
雨
微
―
―
カ
ナ
シ
サ
ノ 
7
 
マ
ヽ
ニ 
ヲ
モ
ワ
ス 
シ
ラ
ス 
門
ヘ 
出
テ 
独
立
也 
閃
々
ハ 
羽
ノ 
ヒ
ラ
メ
ク
ニ
ワ 
ア
ラ
ス 
日
影
映
鴉
背
シ
テ 
ヒ
ラ
メ
ク
皃 
8
 
立
溪
頭
待
人
乎 
思
人
乎 
目
送
帰
鳥
到
黄
昏 
而
独
愁
者 
何
也 
彦
謙
乾
符
末 
遇
黄
巢
之
乱 
憂
國
離
群 
9
 
之
情 
豈
可
一
也 
寒
鴉 
會
諬
志 
寒
鴉 
比
常
鴉
頗
少 
歳
十
月 
自
西
北
来 
其
陣
蔽
天 
及
春
【
「
會
諬
志
」
右
傍
よ
り
書
き
込
み
「
長
信
宮
詩
引
之 
私
此
出
之
」
と
あ
る
】 
1
0
 
中
乃
去 
秦
太
虗
楽
■
云 
寒
鴉
萬
点 
流
水
繞
孤
村 
不
至
越
者 
殆
不
知
【
「
有
」
某
字
見
せ
消
、
右
傍
に
「
府
」
】 
1
1
 
梅
渓
先
生
後
集
第
一 
鵶
寒
鳦
痩 
越
多
寒
鴉 
秦
少
遊
詞 
寒
鴉
万
点 
黄
詞 
寒
鴉
如
豆 
倶
得
其 
1
2
 
實 
鳦
燕
也 
有
二
種 
有
胡
燕 
有
越
燕 
1
3
 
長
溪
秋
思 
村
義
云 
此
詩
ハ 
秋
晩
ノ 
秋
思
ニ
テ 
皆
有
志
ノ 
士
ノ 
遅
暮
ヲ 
嘆
ス
ル
心
ア
ル
也 
長
溪
ハ 
韋
曲
ノ 
叓
也 
1
4
 
柳
短
―
―
秋
ノ
末
ノ
叓
ナ
レ
ハ 
長
溪
ノ
景
ハ 
如
此
也 
雨
微
―
―
微
雨
濛
々
ト
シ
テ 
烟
モ 
ク
ラ
キ
也 
此
時
分
ニ 
独
立
溪 
1
5
 
頭
ニ 
人
ヲ
待
ツ
ヤ
ラ 
人
ヲ
思
フ
ヤ
ラ 
此
ノ
雨
ノ
フ
リ 
暗
ク 
ナ
ル
ニ 
独
リ
立
ツ
也 
如
此
立
テ 
見
レ
ハ 
日
暮
レ
ハ 
寒
鴉
ハ 
1
6
 
ヒ
ラ
メ
イ
テ 
前
ノ
山
ニ 
ト
マ
リ
ニ 
去
而
已 
人
ノ 
ナ
ク
サ
ム
ル
モ 
ナ
シ 
柳
短
―
―
雨
微
―
―
ナ
ル
処
ニ 
物
思
イ 
ス
カ
タ
ニ 
立
テ 
独
自 
1
7
 
愁
ル
也 
1
8
 
又
説
云 
詩
人
托[
レ]
物
諷
ス
ル
也 
柳
短
ハ 
君
子
ハ 
不[
レ]
用
シ
テ 
カ
レ
ハ
ツ
ル
様
ニ 
成
リ 
小
人
ハ 
得
[
レ]
時
ヲ 
用
レ
テ 
莎
ノ 
如
ク 
長
ス
ル
也 
莎
ハ 
1
9
 
ヲ
カ
シ
ケ
ナ
ル
者
也 
君
子
道
消 
小
人
道
長
也 
時
代
モ 
ム
サ
／
＼
ト
シ
テ 
暗
ク
成
リ 
君
ノ
恩
澤
モ 
ナ
ク 
不
遍
也 
只
如
我
等 
2
0
 
カ
者
ハ 
ア
ナ
タ 
コ
ナ
タ 
立
チ
サ
マ
ヨ
ウ
也 
不[
二]
安
居[
一]
也 
ア
ラ 
ウ
ラ
ヤ
マ
シ
ヤ 
寒
鴉
ハ 
猶 
帰
ル
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処
ヲ
モ 
所
托
ヲ 
持
ツ
ヨ 
我
ハ 
2
1
 
帰
隠
セ
ウ
ス 
処
モ 
ナ
ク 
無[
レ]
所[
レ]
託
シ
テ 
世
ハ 
黄
昏
ニ 
末
ニ 
成
ツ 
独
サ
マ
ヨ
ウ
テ 
愁
也 
此
義
モ 
面
白
也 
文
選
ノ
詩 
離
騒
ノ
体
ハ 
皆
如
此
也 
詩
ハ 
 
二
三
五 
1
 
先
ツ
ハ 
如
此
モ 
作
ル
ヘ
キ
者
也 
2
 
雪
本
曰 
柳
短
云
々
二
句 
盖
託
時
処
也 
然
第
二
之
句 
烟
雨
一
日
所
在
之
亊
也 
言
韋
杜
溪
辺 
柳
自
依
々
短 
莎
自
萋
々 
3
 
長 
况
雨
微
烟
暝 
無
一
而
不
愁
思
也 
老
杜 
膓
断
春
江
欲
尽
頭 
丈
藜
徐
歩
立
芳
州
之
意
也 
寒
鴉 
4
 
云
々
二
句 
言
寒
鴉
乃
雖
云
帰
旧
栖 
我
乃
失
其
所 
感
□
可
知
也 
續
々
一
体
詩 
孫
存
吾
秋
思
詩
云 
鴈
落
西
風
【
□
「
リ
*
旡+
木
」
（
慨
）
】 
5
 
字
々
沉 
嫩
凉
偸
入
藕
花
心 
眼
前
多
少
関
心
亊 
付
与
寒
蛩
徹
夜
吟 
意
相
似
也 
6
 
和
云 
試
把
長
鈎
放
碧
□ 
水
寒
魚
去
拄
竿
頭 
黄
芦
敗
蓼
風
蕭
瑟 
鴎
路
無
也
自
愁 
鷺
【
「
無
」
「
也
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
聲
」
。
行
末
に
「
鷺
」
あ
り
、
「
路
」
は
「
鷺
」
か
。
「
鴎
鷺
無
聲
也
自
愁
」
に
す
べ
き
か
】
【
「
□
「
氵*
不
」
（
流
）
】 
7
 
 
 
 
已
前
共
五
首
第
三
句
有
疊
字 
或
云 
純
似
景
物
者
乎 
8
 
隋
宮 
煬
帝
到
江
都 
築
街
道 
植
柳
千
三
百
里 
号
隋
堤 
有
二
十
四
橋 
 
白
氏
長
慶
集
第
四 
隋
堤
柳
詩
云 
西
【
こ
の
行
ま
で
数
行
間
「
隋
宮
」
原
典
テ
キ
ス
ト
が
置
か
れ
て
い
る
】 
9
 
自
黄
河
東
至
淮 
緑
影
一
千
三
百
里 
大
業
末
年
春
暮
月 
柳
色
如
烟
絮
如
雪 
1
0
 
柳
塘
―
―
興
也 
雁
弄
沙 
刘
禹
錫 
旧
時
王
謝
堂
前
燕 
飛
入
尋
常
百
姓
家
之
謂
也 
續
翠
云 
唐
ヲ
云
ヘ
キ
用
ニ 
言
隋
也 
 
二
三
六 
1
 
柳
モ 
如
昔 
日
モ
如
昔
也 
内
ノ
心
ハ 
言
天
下
衰
晩
也 
二
ノ
句
ハ 
塵
沙
ヲ 
吹
立
皃 
処
々
昏
暗 
喪
乱
之
象
也 
2
 
村
云 
烟
起
者 
兵
乱
俄
起
也 
雁
弄
沙 
言
隋
末
英
雄
各
争
奪
也 
或
云 
玉
屑
第
九 
子
美
云
々 
小
人
貪
竊
禄
位 
3
 
者
在
朝 
故
云 
君
看
随
陽
鴈 
各
有
稲
梁
謀 
然
則 
鴈
言
小
人 
竊
禄
也
【
「
梁
」
は
「
粱
」
に
す
べ
き
か
】 
4
 
日
西
斜
不
必
暮
景 
咲
隠
之
所
謂 
愁
来
白
日
陰
之
比
也 
学
者
冝
著
眼
於
荒
凉
之
景 
5
 
南
康
書
第
五 
潘
佑
上
書 
極
言
時
政 
凡
七
章
不
止 
有
家
国
隠
々
如
日
将
暮
之
辞 
国
主
悪
之 
6
 
煬
帝
―
―
煬
帝
ノ 
遊
シ 
故
宮
ア
ル
ハ
カ
リ
也 
其
旧
迹
ニ
ハ 
草
生
シ
テ 
人
家
ヲ 
ヲ
ク
ル
耳 
唐
ノ 
ヲ
コ
ル
モ 
可
如
此
也 
續
翆 
7
 
九
渊
村
菴
皆
用
此
義 
補
云 
満[
二]
人-
家
ニ 
[
一]
ノ
点
ニ
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テ 
心
ハ 
上
義
也 
8
 
煬
帝
―
―
宮
殿
廢 
則
庶
民
尽
家
於
芳
草
之
間
也 
又
義 
壊
宮
草
木
流
落
於
民
家
也 
又
云 
殿
閣
多
為
民
所
壊 
竒
【
竒
（
奇
）
】 
9
 
花
異
草 
亦
移
種
在
人
家 
可
謂
自
己
出
者
反
乎
己
者
也 
張
芸
叟
長
安
覧
古
詩 
沈
香
亭
畔
千
株
石 
散
■
■
家
作
假
山
【
「
散
■
」
、
「
石
」
字
見
せ
消
、
右
傍
に
「
与
」
。
「
■
家
」
、
「
散
」
書
き
か
け
、
見
せ
消
、
右
傍
に
「
人
」
。
「
散
与
人
家
」
に
す
べ
き
】
【
沈
（
沉
）
】 
1
0
 
雪
本
曰 
陏
纔
三
世 
三
十
年
耳 
史
臣
云 
文
帝
之
開
創 
既
無
湯
武
之
仁 
而
煬
帝
之
継
承 
乃
有
桀
紂
之
悪 
雖
欲
長
世 
可 
1
1
 
乎
哉 
 
雪
本
曰 
柳
塘
云
々
二
句 
言
煬
帝
昔
到
江
都 
自
板
渚
引
河
築
堤 
柳
植
一
千
三
百
株 
号
之
陏
堤 
架
【
「
堤
」
「
柳
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
「
植
」
右
傍
に
転
倒
符
あ
る
。
「
築
堤 
植
柳
」
に
す
べ
き
】 
1
2
 
以
二
十
四
橋 
當
春
旹 
必
游
幸 
車
如
流
水 
馬
如
游
雲
也 
今
則
烟
起
風
回 
宮
殿
尽
壊 
而
煬
帝
所
植
之
琪
花
【
旹
（
時
）
】 
1
3
 
瑶
草 
亦
散
在
人
家
也
瑶 
張
芸
叟
長
安
覧
古
詩 
黄
鵠
高
飛
去
不
還 
百
年
世
叓
奕
碁
間 
沉
香
亭
―
― 
1
4
 
作
假
山 
詩
意
惟
同
也 
 
雪
本
曰 
柳
塘
云
々 
按
隋
志 
文
帝
即
位 
民
戸
不
満
四
百
万 
至
于
末
年 
乃
踰
八
百
萬 
然
徒 
1
5
 
以
吏
亊
為
能 
而
不
以
王
政
為
尚 
王
通
献
太
平
十
二
策
而
不
見
用
也 
煬
帝
嗣
之 
恣
為
淫
侈 
伐
高
麗 
其
兵
一 
1
6
 
百
十
三
萬 
大
敗
而
還 
於
是
群
雄
普
起 
唐
起
晋
陽 
西
取
関
陝 
推
立
代
王
因
奪
其
位 
江
都
之
独
夫
既
亡 
而
群
雄 
1
7
 
之
芟
刈
相
継 
然
後
天
下
一
帰
於
唐 
盖
日
西
斜
之
語
謂
之 
 
 
 
也 
1
8
 
雪
本
曰 
玉
楼
云
々 
張
明
達
中
秋
無
月
詩 
春
花
秋
月
両
尤
物 
不
雨
即
風
天
靳
之 
人
世
悲
歓
類
如
此 
驪
山
宮
殿
草
离
々
□ 
1
9
 
雪
本
曰 
玉
楼
云
々 
二
句
言
宮
殿
半
廢 
玉
楼
乃
傾 
粉
墻
乃
空 
唯
有
山
光
依
旧
如
綺
而
已 
2
0
 
武
帝
―
―
云
々 
二
句
言
明
皇
一
去 
美
人
亦
従
而
終 
故
御
愛
之
花
亦
為
野
花 
而
有
黄
蝶
管
領
春
耳 
曰
玉
楼 
曰
粉
墻 
曰
【
「
武
帝
」
は
「
煬
帝
」
に
す
べ
き
。
原
典
の
三
句
目
に
は
「
武
帝
去
来
紅
袖
盡
」
と
あ
る
】 
2
1
 
紅
袖
及
黄
蝶 
皆
映
綺
字
用
之
也 
又
王
建
詩
云 
一
院
落
花
無
名
酔 
半
面
残
月
有
鶯
啼 
意
相
似
也
【
「
面
」
右
傍
に
「
囱
欤
」
と
あ
る
。
「
囱
（
窗
・
窓
）
」
】 
 
二
三
七 
1
 
和
云 
野
花
芳
草
石
梁
斜 
潮
落
長
堤
鳥
篆
沙 
惆
悵
旧
時
鴬
与
燕 
領
将
春
色
入
誰
家 
子
安 
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2
 
綺
岫
宮 
続
翆
云 
此
詩
為
題
詠
之
本 
此
詩
起
承
轉
合 
全
備
也 
村
云 
唐
後
宮
ト
云
ヘ
ト
モ 
詩
ニ 
武
帝
ト
云
ホ
ト
【
こ
の
行
ま
で
数
行
間
「
綺
岫
宮
」
原
典
テ
キ
ス
ト
が
置
か
れ
て
い
る
】 
3
 
漢
武
ノ 
宮
也 
全
萹
漢
武
ノ
叓
ヲ 
云
テ 
今
ノ
玄
宗
ノ
大
者
モ 
後
ニ
ハ 
如
此
ト 
ソ
シ
ル
ソ 
4
 
玉
楼
―
―
蘭
講 
慈
氏
云 
玉
楼
ハ
傾
側
シ
粉
墻
ハ
空
シ
点 
可
也 
玉
楼
傾
側
シ
テ
粉
墻
空
之
点 
不
可
也 
聴
雨
亦
云
尓 
粉
墻
ハ 
白
ク 
塗
ル
墻
也 
5
 
玉
楼 
言
故
宮
荒
廢
也 
青
山
如
綺
綉
以
囲
繞 
而
宮
在
其
中 
今
日
似
昔
者 
唯
青
山
耳 
松
云 
昔
武
帝
全
盛
之 
6
 
時 
殿
閣
巍
然 
却
囲
繞
青
山 
今
日
看
之 
則
只
青
山
重
々
露
出 
則
其
廢
可
知
矣 
7
 
重
疉
―
―
杜
詩 
国
破
山
川
在 
城
春
草
木
深 
刘
禹
錫
詩
不
改
南
山
色 
其
餘
叓
々
新 
8
 
武
帝
去
テ
来
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
―
―
翆
云 
去
来
乃
武
帝
去
以
来
也 
武
帝
モ 
ナ
ク 
紅
袖
モ
尽 
ホ
ト
ニ 
思
モ
ヨ
ラ
ヌ 
野
花
黄
蝶
ノ
如 
小
人 
9
 
者
共
カ 
昔
ノ 
春
風
ヲ 
領
ス
ル
也 
玄
宗
叓
ヲ 
作
也 
一
義 
昔
日
紅
袖
今
日
無
之 
其
着
紅
袖
人
之
魂 
又
化
蝶
至
此
耶 
1
0
 
應
有
春
魂
化
為
燕 
年
々
飛
入
未
央
栖
之
謂
也 
 
 
綺
ハ 
カ
ン
ハ
タ
也 
養
云 
此
詩
ハ 
綺
岫 
々
々
ト 
作
ル
也
【
「
應
有
春
魂
化
為
燕
」
句
は
唐
雍
裕
之
「
宮
人
斜
」
詩
に
見
え
る
】 
 
二
三
八 
1
 
補
云 
武
帝
去
来
セ
シ
時
ノ 
紅
袖
ト
ヨ
ム
ハ 
不
可
也 
昔
美
人
多
而
賞
花 
則
蝶
亦
不
来 
今
日
無
貴
妃 
雖
有
花
不
賞 
2
 
之 
唯
花
蝶
随
意 
管
領
春
風
耳 
注
直
指
玄
宗
為
武
帝 
不
可
也 
比
唐
玄
宗
於
漢
武
帝
耳 
3
 
渊
云 
此
詩
着
題 
作
綺
岫
字
也 
幻
謂 
玉
楼 
粉
墻 
紅
袖 
野
花 
黄
蝶 
賦[
二]
綺
字[
一]
 
青
山
賦[
二]
岫
字
[
一]
也 
4
 
注 
則
天
称
太
宗
為
文
皇
帝
云
々 
新
唐
書
本
紀
第
二 
太
宗 
文
武
大
聖
大
廣
孝
皇
帝 
諱
世
民
云
々 
則
天
称
太
宗 
5
 
為
文
皇
帝
者 
非
最
下
一
字 
盖
従
冝
也 
又
呂
東
莱
唐
驪
山
講
武
記
云 
以
先
天
元
年
八
月 
即
皇
帝
即
位 
明
年 
6
 
改
元
号
開
元 
始
顓
听
大
政 
群
臣
上
尊
号
曰
開
元
神
武
皇
帝
云
々 
詩
人
称
玄
帝
為
武
皇
帝
者 
用
最 
7
 
下
一
字
也 
又
新
唐
書
本
紀
第
五 
玄
宗
至
道
大
聖
大
明
孝
皇
帝 
諱
隆
基
云
々 
又
称
玄
■
帝
為
明
皇
帝
者
【
「
宗
」
字
見
せ
消
】 
8
 
用
最
下
一
字
也 
又
鴎
陽
集
古
録
第
六 
唐
蕐
陽
頌
跋
尾
云 
玄
宗
尊
号
曰
聖
文
神
武
皇
帝 
9
 
資
治
通
鑑
唐
紀
云 
太
宗 
文
武
大
聖
大
廣
孝
皇
帝 
又
云 
玄
宗
至
道
大
聖
大
明
孝
皇
帝 
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1
0
 
某
宗 
漢
書
景
帝
紀
云 
元
年
冬
十
月
ニ 
詔
曰 
蓋_
聞
古
ニ
ハ
者
祖[
二]
有-
功
ヲ 
[
一]
而
宗―
ト
ス 
[
二]
有
德
ヲ 
[
一]
 
注 
應
劭
曰 
始
取[
二]
天
下
ヲ 
[
一]
者
為
祖 
高
帝 
1
1
 
称
高
祖 
是
也 
始
治[
二]
天
下
ヲ 
[
一]
者 
為
文
帝
ヲ 
称
太
宗
是
也 
師
古
曰 
應
■
説
非
也 
祖
ハ 
始
也 
始
テ
受
[
レ]
命
ヲ
也 
宗
ハ 
尊
也 
有[
レ]
德
可[
レ]
尊 
云
々 
1
2
 
丞
相
臣
嘉
等 
奏
曰 
云
々 
臣
謹
テ
議―
ラ
ク 
世-
功
ハ
莫
[
レ]
大
ナ
ル 
[
二]
於
高
皇
帝
ヨ
リ 
[
一]
 
 
德
ハ
莫[
レ]
盛
ル
ハ
於
孝
文
皇
帝
ヨ
リ 
[
一]
 
高
皇
帝
ノ
庿
ヲ
ハ
冝[
レ]
為
ス 
[
二]
帝 
1
3
 
者 
太
祖
之
庿
ト 
[
一]
 
孝
文
皇
帝 
庿
冝[
レ]
為[
二]
者 
太
宗
之
庿
ト 
云
々 
制
曰マウ
可 
1
4
 
和
云 
野
花
狼
藉
草
連
空 
流
水
涓
々
達
故
宮 
輦
路
榛
蕪
樵
牧
過 
満
山
落
日
鳥
呼
風 
1
5
 
張
楷
和 
唐
音
題
綺
岫
作
綺
綉 
和
云 
燕
子
年
々
無
榭
空 
毎
看
遺
蝶
記
行
宮 
行
人
莫
作
繁
蕐
想 
芳
草
平
原
正
朔
風 
 
二
三
九 
1
 
送
三
蔵
帰
西
域 
本
集
題
云 
三
蔵
将
皈
西
域 
就
私
第
夜
話 
 
村
云 
三
蔵
朗
公 
見
耿
偉
詩 
西
域
人
也
【
こ
の
行
ま
で
数
行
間
「
送
三
蔵
帰
西
域
」
原
典
テ
キ
ス
ト
が
置
か
れ
て
い
る
】 
2
 
三
蔵
耿
偉
詩 
所
謂
朗
公
也 
未
詳 
3
 
補
云 
非
玄
奘 
而
冝
朗
三
蔵
也 
雖
然
朗
三
蔵
何
人
哉 
未
審 
又
帰
字 
言
朗
西
域
人
乎 
故
下
帰
字 
冝
朗
【
「
冝
」
右
傍
よ
り
書
き
込
み
「
義
乎
」
と
あ
る
】 
4
 
与
李
洞
同
時
人
乎 
未
考 
 
幻
按 
天
隠
箋
注 
三
蔵
朗
公 
西
域
人 
見
耿
偉
詩 
5
 
渊
云 
三
蔵 
非
天
竺
人 
此
題
曰
帰
西
域 
不
審 
6
 
修
多
羅
蔵
経 
毘
尼
蔵
律 
阿
毗
曇
蔵
論 
依
此 
行
ス
ル
ヲ 
三
蔵
法
師
ト
云
ソ 
7
 
十
萬
―
―
桃
云 
長
安
城
西
門 
至
天
竺
迦
毗
羅
城
東
門 
十
萬
八
千
里
也 
今
挙
大
数
而
已 
三
蔵
凌
遠
路
帰 
則 
8
 
其
辛
苦
不
足
言
焉 
流
沙
葱
嶺
ト
云 
難
処
ヲ 
過
也 
其
流
沙
ト
云
ワ 
沙
ヲ 
風
カ 
吹
■
テ 
月
モ 
口
モ 
ア
カ
レ
ヌ
ソ
【
■
「
音
」
字
の
下
半
分
の
「
日
」
を
見
せ
消
。
「
吹
立
テ
」
に
す
べ
き
】 
9
 
方
角
ヲ
モ 
不
知
ホ
ト
ニ 
人
カ 
路
ニ
迷
ソ 
人
見
タ
ル 
シ
ヤ
レ
カ
ウ
ヘ
ヲ 
取
リ 
ア
ツ
メ
テ 
置
テ 
其
ヲ 
シ
ル
ヘ
ニ 
ス
ル
ソ 
今
此
三
蔵
モ 
如 
1
0
 
玄
奘
念
梵
語
心
経
授
テ 
[
レ]
龍
ニ 
ト
ヲ
ラ
レ
ウ
ソ 
乍
去 
ヨ
イ
辛
苦
ニ
テ 
ア
ラ
ウ
ソ 
沙
中
暴
風
巻
沙 
或
時
沙
為
山 
或 
1
1
 
時
為
海 
須
臾
多
変
態 
途
中
實
叓
也 
村
云 
度
天
ノ
時
ハ 
駱
駝
ヲ 
ツ
レ
テ 
行
也 
無
水
之
沙
地
ヲ 
遠
ク 
行
也 
1
2
 
駱
駝
能
知
有
水
之
処 
而
留
也 
其
時
掘
地
取
水
也 
渊
云 
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弾
舌
ハ 
続
翆
云 
落
花
陀
羅
流
水
持
経
ト
【
「
落
花
」
右
傍
よ
り
書
き
込
み
「
無
證
処
」
と
あ
る
】
【
「
羅
」
「
流
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
尼
」
。
「
陀
羅
尼
」
に
す
べ
き
】 
1
3
 
テ 
早
ヨ
ム
ト
云
也 
一
義
ニ
ハ 
サ
テ
ハ
ナ
イ
ソ 
一
ツ 
咒
ノ
中
ニ 
弾
舌
コ
ト
ア
リ
ト 
云 
二
義
也 
続
翆
云 
早
ヨ
ム
義
カ 
ヨ
イ
ソ
【
咒
（
呪
）
】 
1
4
 
心
田
云 
観
中
ノ 
ヲ
シ
ナ
ル
ハ 
流
水
経
巻
落
花
陀
羅
尼
ハ 
唐
ノ
世
話
也 
舌
ハ
ヤ
ニ 
讀[
二]
経
咒[
一]
也 
弾
[
レ]
舌
ト
ハ 
是
也 
 
二
四
〇 
1
 
渊
云 
明
朝
人
詩
云 
花
間
弾
舌
調
鸚
鵡 
月
下
吹
簫
引
鳳
凰 
言
鸚
鵡
ハ 
自
不
知
人
語 
舌
ヲ 
結
テ 
習 
2
 
教
タ
ソ 
然
則
早
ヨ
ム
テ
ハ 
ナ
イ
ソ 
幻
按 
皇
明
光
岳
英
蕐
集 
危
進 
字
伯
盟 
送
友
人
之
七
閩
憲
府
詩
云 
3
 
花
間
弾
舌
云
々 
月
下
吹
云
々 
4
 
旧
註
曰 
沙
中 
統
紀 
五
印
図
三
云 
西
北
至
沙
曰
名
疏
勒 
東
南
至
沮
渠 
東
至
于
闐 
東
入
砂
磧 
又
東
入
大
流
沙
【
「
沙
」
「
曰
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
法
」
。
「
至
法
沙
」
に
す
べ
き
】 
5
 
其
沙
随
風
聚
散 
人
多
迷
路 
徃
来
聚
遺
骸
以
記 
6
 
又
曰
五
天 
即
天
竺
之
五
印
度 
謂
東
西
南
北
中
之
五
印
度
也 
唐
玄
奘
法
師
西
域
記 
印
度
者 
天
竺
之
正 
7
 
名 
唐
書
天
竺
■
居
葱
嶺
南 
幅
員
三
万
里 
分
東
西
南
北
中
五
天
竺
【
■
「
図
」
見
せ
消
、
右
傍
に
「
國
」
。
「
天
竺
国
」
に
す
べ
き
】 
8
 
天
隠
注 
思
三
蔵 
思
字 
恐
送
字
欤 
言
李
洞
与
三
蔵
話
別 
到
天
竺 
則
路
中
辛
労
可
白
頭 
9
 
而
惜
別
不
眠 
到
半
夜
鐘 
1
0
 
授
ク 
[
レ]
降
龍
ニ 
授
サ
ツ
ケ
テ
降―
ス 
[
レ]
龍
ヲ 
授
テ
降―
セ
シ
ム 
[
レ]
龍
ヲ 
授―-
降―
ス 
[
レ]
龍
ヲ 
村
云 
授
テ
降―
ス 
[
レ]
龍
ヲ 
言
ハ
咒
ヲ 
ミ
テ 
カ
ケ
テ 
龍
ヲ 
降
ス
ル
也 
授
ク 
1
1
 
[
レ]
降
龍
ニ
ハ 
降―
ス
ル
龍
ニ 
猶
咒
ヲ 
ミ
テ 
カ
ク
ル
也 
補
云 
降
字 
降
伏 
降 
他
聲
也 
雖
然 
降-
魔 
降
竜
ノ
降 
平
聲
也 
1
2
 
彼
自
降
伏
于
我
者 
平
聲
乎 
不
審 
幻
謂 
授
ク 
[
二]
降-
龍
ニ 
[
一]
 
此
点
可
也 
授
テ
降―
ス 
[
レ]
竜
ヲ 
此
点
不
可
也 
降クタ
ル
ハ 
1
3
 
平
聲
也 
降クタ
ス
ハ 
他
声
也 
平
声 
江
韵 
乞
降 
受
降 
晋
文
公 
退
一
舎
而
原_
降 
李
陵
降[
二]
匈
奴[
一]
 
是
也 
去
声 
1
4
 
絳
韵 
貶
也 
言
ハ 
彼
ヲ
伏
降
ス
ル
時
ハ 
去
聲
也 
彼
カ 
降-
伏
ス
ル
時
ハ 
平
聲
也
【
「
ヲ
」
「
伏
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
「
降
」
右
傍
に
転
倒
符
あ
る
。
「
彼
ヲ
降
伏
ス
ル
」
に
す
べ
き
】 
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1
5
 
或
曰 
降
字 
自
伏
他[
レ]
時
ハ 
平
聲
也 
自[
レ]
吾
降
[
レ]
物
時
ハ 
它
聲
也 
1
6
 
才
子
傳 
崔
魯
詩 
雲
生
柱
礎
降
龍
地 
露
洗
林
峦
放
鶴
天 
1
7
 
十
万
里
ト
ハ 
挙
大
数
也 
其
遠
路
中
ニ
テ 
ワ 
イ
ク
ハ
ク
ノ 
災
難 
ヲ
ソ
ロ
シ
キ
叓 
可[
レ]
多
ソ 
欲[
レ]
逃
[
二]
其
難
ヲ 
[
一]
 
或
流
沙 
1
8
 
葱
嶺
ナ
レ
ト 
葱
嶺
ナ
ン
ト
／
＼
ト
云
処
ニ
テ 
沙
中
ニ
テ 
三
蔵 
悪
鬼
毒
龍
ニ 
逢
時 
弾
シ
テ 
[
レ]
舌
ヲ 
舌
ハ
ヤ
ニ 
咒
陀
羅
尼
ヲ 
誦
シ 
ミ
テ
カ 
1
9
 
ケ
テ 
毒
竜
ヲ 
降
伏
サ
ス
ル
也 
此
時
ハ 
授[
レ]
咒
降―
ス
ル
龍
ヲ
也 
又
心
ハ 
咒
ト
モ
ヲ 
ミ
テ 
降―
ス
ル
竜
ノ 
様
ナ
ル
物
ニ 
猶 
ミ
テ 
2
0
 
カ
ケ
／
＼
ス
ル
也 
此
時
ハ 
授[
二]
降
竜
ニ 
[
一]
也 
2
1
 
五
天
―
―
補
云 
天
隠
注
ノ
心
ハ 
三
蔵
ニ 
ナ
ル
ホ
ト
ノ
者
ナ
レ
ハ 
ハ
ヤ 
年
可
老
也 
縦
是
少
年
ナ
リ
ト
モ 
五
天
竺
エ 
行
キ
ツ
カ
ハ 
可
白
髪 
 
二
四
一 
1
 
也 
然
間 
生
前
再
逢
難
期 
子
サ
メ
ノ 
時
ハ 
鐘
ヲ
チ
キ
イ
テ 
独
イ
タ
ラ
ハ 
偏
可[
レ]
思[
二]
三
蔵
也 
盖
何
時
最
是
思
君
【
「
三
蔵
」
の
と
こ
ろ
に
「
一
点
」
が
見
え
な
い
】 
2
 
処 
月
入
斜
窓
暁
寺
鐘
之
謂
也 
天
隠
註
ハ 
此
義
也 
 
慈
氏 
一
義
云 
注
思[
二]
三
蔵[
一]
 
思
ノ
字
恐
送
ノ
字
欤
【
「
何
時
…
…
暁
寺
鐘
」
は
元
稹
「
鄂
州
寓
館
厳
澗
宅
」
詩
に
見
る
句
】 
3
 
仰
之
註
云 
此
詩
講
者 
徃
々
解
以
為
送[
二]
三
蔵[
一]
之
時 
夫
送
人
有
早
發
暁
行
之
語
者 
常
之
亊
也 
以
夜
半
送
行 
4
 
而
終
篇
不
及
此 
何
也 
又
天
隠
解
曰 
思
三
蔵
之
時
也 
其
思
人
之
時 
必
在[
二]
望―
前
半
夜
落
月
ノ
之
時
ニ 
[
一]
者 
何
也 
昼
間
若 
5
 
初
後
夜 
不
思
人
之
義 
亦
何
不
注
解
乎 
前
之
二
義 
感
所
不
知
也 
但
解
以
為[
二]
話[
レ]
別
之
時[
一]
 
雖[
レ]
不
[
レ]
切[
二]
於
亊[
一]
 
無[
レ]
害 
6
 
看
詩
者 
且
以
此
義 
著
意
於
語
外 
則
餘
味
當
長
焉 
如
愚
案 
則
是
興
而
比
也 
三
蔵
之
西
帰
也 
當
在
途 
7
 
中
而
経
序 
然
則
雖
五
天 
衰
憊
已
極 
則
利[
レ]
人
之
日
必
短
矣 
况
生
入
西
域
亦
不
可
期
乎 
然
則
東
震
之
人【「
雖
」「
五
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
到
」
。
「
雖
到
五
天
」
に
す
べ
き
】 
8
 
変
化
之
日
已
少
者 
如
月
之
半
夜
而
落
也 
三
蔵
輟[
レ]
化
而
帰 
可
以
喩
也 
 
村
云 
此
義
可
笑 
9
 
村
云 
此
詩
自
一
二
句 
至
第
三
句 
三
蔵
所[
レ]
語
也 
或
云 
李
洞
向[
レ]
三
蔵
所[
レ]
語
也 
先
三
蔵
所
語
ノ
義
云 
一
二
句 
所
謂
路
難
ヲ 
1
0
 
経
テ 
ヤ
ウ
／
＼ 
五
天
エ 
行
キ
ツ
カ
ハ 
其
辛
苦
ニ 
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頭
モ 
白
ク 
ナ
ル
ヘ
シ
ト 
語
リ
ハ
ツ
レ
ハ 
月
落
長
半
夜
鐘
ノ 
時
分
也 
是
義
堂
ノ
義
也
【
「
長
」
「
半
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
安
」
。
「
長
安
半
夜
鐘
」
に
す
べ
き
】 
1
1
 
天
隠
注
不
可
也 
應
白
頭
三
字 
作
頭
應
白
也 
天
隠
註
本
ニ
如[
レ]
此
也 
1
2
 
続
翆
講
云 
第
一
二
句 
所
謂
道
中
辛
苦
ニ
テ
ハ 
頭
モ 
白
ク 
ナ
ラ
イ
テ
ハ
ト 
話
タ
レ
ハ 
ハ
ヤ 
夜
カ 
明
テ 
月
落
鐘
鳴
ホ
ト
ニ 
起
テ 
1
3
 
行
ク
也 
第
三
句
マ
テ
ワ 
所[
レ]
話
也 
第
四
句
ハ 
所
[
二]
話
了[
一]
也 
此
義
勝
天
隠
註
也 
1
4
 
補
云 
村
云 
慈
氏
義
ハ 
玉
屑
所
載
之
詩
村
云
李
／
■
■
也 
別
来
滄
海
叓 
語
罷
暮
天
鐘
之
意
也 
五
天
到
日
應
頭
白
ト
云
マ
テ
【
■
■
某
二
字
見
せ
消
、
左
傍
に
「
益
詩
」
。
「
益
詩
也
」
に
す
べ
き
】 
1
5
 
語
也 
如
此
相
語
時
ニ 
半
夜
鐘
ヲ 
撞
ホ
ト
ニ 
今
チ
ト
ナ
リ
ト
モ 
應
語
也 
夜
半
鐘
声
到
客
舩
ト 
ト
カ
メ
タ
ソ 
近
人
詩
云 
風
吹
【
「
云
」
「
風
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
天
」
。
「
天
風
吹
落
」
に
す
べ
き
】 
1
6
 
落
士
峯
雪 
長
安
寺
中
鐘
一
声
之
類
也 
續
翆
モ 
引
此
詩
也 
言
ハ 
行
人
ハ 
士
峯
雪
ノ 
面
白
処
ヲ 
可
透
ト 
今
相
語
時
【
「
安
」
右
傍
に
「
樂
」
。
「
長
樂
寺
」
と
も
い
う
意
か
】 
1
7
 
分
ハ 
長
樂
寺
中
鐘
一
声
也 
続
翆
云 
慈
氏
義
勝
天
隠
註
也 
補
又
云 
仰
之
義 
雖
有
一
理 
不
如
両
義
也 
村
同
翆
之
義 
1
8
 
黙
亦
然 
 
村
云 
月
落
―
―
四
ノ
句
ハ 
村
云 
此
詩
ノ
一
ヨ
リ 
二
カ
ラ 
三
ニ 
到
テ 
三
ト
四
ノ
句
ノ 
續
キ
ハ
ワ 
古
歌
有
此
法
云 
1
9
 
思
フ
叓
ナ
ト 
問
フ
人
ノ 
ナ
カ
ル
ラ
ン 
ア
ヲ
ケ
ハ 
ソ
ラ
ニ 
月
ソ 
サ
エ
ケ
キ 
此
句
法
ア
ル
ソ
ト 
蘭
講
第
四
句 
言
惜
別
以
欲
夜
長 
2
0
 
則
月
不
曙
而
落 
鐘
半
夜
而
鳴 
実
可
恨
者
也 
第
一
二
三
句 
乃
夜
話
也 
2
1
 
桃
抄
云 
一
義 
三
蔵
到
五
天
日 
吾
頭
已
應
白 
長
安
落
月
鐘
鳴
時 
可
記
今
夜
話
別
之
叓
也 
愚
意
ナ
ラ
ハ 
ナ
セ
ニ 
應
白
髪 
 
二
四
二 
1
 
ソ
ト
云
ヘ
ハ 
月
落
鐘
鳴
時 
可
思
三
蔵
之
謂
也 
月
入
斜
窓
暁
寺
鐘
ノ
心
也 
幻
謂 
放
翁
云 
不
許
今
年
頭
不
白
【
二
四
一
2
元
稹
詩
に
見
え
る
句
】 
2
 
城
楼
残
角
寺
楼
鐘 
3
 
晩
樵
子
後
藤
云 
漁
菴
説
ニ
ハ 
第
一
二
三
句
マ
テ
ハ 
李
洞
留
三
蔵
也 
為
出
家
者 
処
々
家
山 
何
必
凌
遠
路 
帰
天
竺
哉 
若 
4
 
到
天
竺
已
應
白
頭 
接
物
利
生
無
幾
日 
只
須
相
留 
若
フ
ツ
ト 
不
可
留
ニ
テ 
ア
ラ
ハ 
ハ
ヤ
ト
ク 
御
タ
チ
ア
レ 
月
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落
半
夜
鐘 
5
 
鳴
リ
サ
ウ
ハ 
ト
云
ソ 
此
モ 
面
白
ト
モ 
送
人
ニ
ワ 
イ
ヤ
也 
愚
カ 
心
ナ
ラ
ハ 
留
テ 
ヲ
イ
テ 
第
四
句
テ
モ 
暁
ナ
レ
ト
モ 
今
一
夜
ノ
叓
ナ
レ
ハ 
名 
6
 
残
惜
サ
ノ 
餘
ニ 
ナ
ウ
マ
タ 
此
鐘
ハ 
半
夜
鐘
ニ
テ 
サ
ウ
モ
ノ
ヲ 
何
ト
テ 
御
イ
ソ
キ 
サ
ウ
ソ
ト 
云
テ 
袖
ニ 
ト
リ
ツ
イ
テ 
留
ム
ル
ト 
見 
7
 
タ
ラ
ハ 
好
欤 
与
楓
橋
詩 
半
夜
鐘 
同
意
也 
 
古
本 
頭
在
應
字
上 
8
 
雪
本
曰 
十
万
云
々
二
句
言 
自
長
安
城
西
門 
至
于
西
印
度
迦
毘
羅
城
十
万
八
千
里
也 
今
朗
三
蔵 
如
奘
公
誦
心
経 
可
授
深
沙
■
王
也
【
「
玉
」
見
せ
消
】 
9
 
又
曰 
五
天
云
々 
二
句
言 
三
蔵
到
西
域 
来
皈
不
可
期 
故
今
宵
一
刻 
亦
要
永
々 
然
半
夜
月
落
鐘
鳴 
不
勝
其
情 
可
知
也 
東
坡 
1
0
 
云 
花
有
清
香
月
有
陰 
春
宵
一
刻
價
千
金 
意
相
同 
1
1
 
樵
本
曰 
村
云 
三
蔵
自
西
域
来 
将
帰
西
域 
而
与
李
洞
話
其
皈
程
時 
月
落
鐘
鳴
也 
注
亦
不
是 
仰
之
譬
喩
之
義 
甚
可
笑 
1
2
 
雪
樵
本
曰 
月
落
云
々 
詩
粹
言 
思
三
蔵
之
時 
月
落
于
西 
自
夜
半
至
暁 
思
君
不
忘
也 
此
義
非
也 
査
住
云 
講
者 
徃
々
解
以
為
送
三 
1
3
 
蔵
之
時 
夫
送
人
或
自
行 
有
早
發
暁
行
之
語
者 
常
之
亊
也 
以
夜
半
送
行 
必
可
有
謂 
而
終
萹
不
及
此 
請
以
其
謂 
見 
1
4
 
教
焉 
天
隠
解
曰 
思
三
蔵
之
時
也 
思
人
之
時 
必
在
望
前
半
夜
落
月
之
時
者 
何
乎 
晝
間
若
初
後
夜 
不
思
人
之
義 
又
【
晝
（
昼
）
】 
1
5
 
何
不
注
解
也 
前
二
義 
皆
所
不
知 
伹
解
以
為
話
別
之
時 
雖
不
切
於
亊 
不
妨
看
者 
云
々 
見
于
前 
至
以
喩
矣
【
「
者
」
左
下
に×
印
あ
り
、「
至
以
喩
矣
」
左
傍
に
同
様
な
印
が
見
え
る
。
「
不
妨
看
者 
至
以
喩
矣 
云
々
」
に
す
べ
き
か
】
【
伹
（
但
）
】 
1
6
 
樵
本
曰 
詩
話
総
亀
云 
詩
之
作
也 
窮
通
之
分
可
観 
王
建
寒
碎 
故
仕
終
不
顕 
李
洞
詩
窮
砕 
故
竟
不
第 
韋
荘
詩
壮 
1
7
 
故
至
台
輔 
云
々 
薬
杵
声
中
搗
残
■
夢 
茶
鐺
影
裡
□
孤
灯 
則
李
洞
詩
也 
又
曰 
李
洞
家
貧 
吟
極
苦 
至
廢
寝
食
【
□
「
者+
火
」
（
煮
）
】 
1
8
 
酷
慕
賈
長
江 
遂
銅
冩
島
像 
戴
之
巾
中 
常
持
数
珠 
念
賈
島
佛 
一
日
千
遍 
人
有
喜
賈
島
者 
洞
必
手
録
嶋
詩
贈
之 
叮
嚀 
1
9
 
再
四 
曰 
此
無
異
佛
経 
皈
焚
香
拜
之 
其
仰
慕
一
何
如
此
之
切
也 
洞
詩
云 
残
陽
高
照
蜀 
敗
葉
遠
浮
涇 
又
馬
飢
飡
落 
2
0
 
葉 
鶴
病
曬
残
陽 
又
巻
箔
溪
月 
敲
松
紫
閣
書【「
箔
」「
溪
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
清
」
。
「
巻
箔
清
溪
月
」
に
す
べ
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き
】
【
曬
（
晒
）
】 
2
1
 
雪
本
曰 
案
慈
恩
傳
云 
五
峰
外
行
于
西
南
八
月 
是
流
河 
上
無
飛
禽 
下
絶
走
獣 
沙
細
如
麺 
有
神
名 
深
沙
大
将 
為
一
閻 
 
二
四
三 
1
 
浮
鬼 
云
々 
又
曰
至
沙
河
間 
逢
諸
悪
鬼 
奇
状
□
類 
遶
人
前
後 
雖
念
観
音 
不
能
全
去 
及
誦
心
経 
發
声
皆
【
□
「
己+
共
」
（
異
）
】 
2
 
散 
又
覧
空
蕐
日
用
集
云 
余
過
中
山
処 
出
玄
弉
取
経
之
図
三
巻 
盖
世
俗
好
叓 
綺
語
也 
今
所
謂
弉
公
十
生
度 
3
 
天
竺 
即
此
書
所
載
也 
其
引
路
者
曰 
猪
八
戒
チ
ヨ
ハ
フ
カ
イ 
孫
行
者 
沙
和
尚 
々
々
即
鬼
神
也 
以
枯
髏
九
个
示
玄
弉
云 
你
前
身 
4
 
九
度
々
天
竺 
皆
被
害 
吾
食
即
其
験
也 
今
十
生 
云
々 
愚
謂 
用
之 
第
二
句
則
可
欤 
5
 
和
云 
隻
履
西
帰
礼
大
雄 
獨
持
祖
鉢
引
蒼
龍 
雲
飛
五
印
三
千
畀 
夜
聴
于
闐
霜
後
鐘 
嚴
子
安
【
畀
（
界
）
】 
6
 
雪
樵
本
曰 
明
皇
楊
妃 
唐
楊
妃
夢
与
明
皇
遊
山
驪 
至
興
元
驛 
方
対
食 
後
宮
忽
告
火
發 
倉
卒
出
驛
【
「
遊
」
「
山
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
「
驪
」
右
傍
に
転
倒
符
あ
る
。
「
遊
驪
山
」
に
す
べ
き
】
【
「
唐
楊
妃
夢
与
明
皇
遊
山
驪
」
よ
り
以
下
1
6
行
ま
で
『
類
説
』
に
原
文
が
見
え
る
】 
7
 
回
望 
高
木
倶
為
烈
焔 
俄
有
二
龍 
帝
跨
白
龍 
其
去
若
飛 
妃
跨
黒
龍 
其
行
甚
緩 
左
右
無
人 
維
一
蓬
頭
黒 
8
 
面
物 
皃
不
類
人 
望
帝
去
甚
遠 
触
一
危
峰 
沉
烟
靄
中 
開
目
則
獨
在
一
室 
黒
面
物
曰 
某
此
峯
神
也 
有
一
騎 
9
 
来
受
妃
益
州
牧
蚕
元
后 
條
然
夢
覚 
翌
日 
漁
陽
叛
書
至 
馬
嵬
縊
妃
子
死 
帝
曰 
夢
今
應
矣 
与
■
朕
【
「
勝
」
某
字
見
せ
消
】
【
條
（
倏
）
】 
1
0
 
遊
驪
山 
驪
与
離
同 
方
■
食 
火
發 
失
食
之
兆 
火 
兵
氣
也 
驛
木
倶
焚 
驛
与
易
同 
加
木
於
旁 
楊
字 
1
1
 
也 
吾
跨
白
龍 
西
游
之
象 
彼
跨
黒
龍 
陰
暗
之
理 
獨
行
無
左
右
之
助 
一
騎 
馬
也 
峰
神
乃
鬼
也 
果
死
於
馬
嵬 
1
2
 
乎 
當
授
益
州
養
蚕
元
后 
養
蚕 
所
以
致
絲
也 
益
旁
加
絲 
縊
字
也 
帝
后
夢
至
一
処 
題
曰
東
虗
府 
又
至
一
院 
題 
1
3
 
曰
太
一
玉
妃
真
元
上
妃
院 
入
見
太
真 
隔
一
雲
母
屏 
對
坐
不
見
其
形 
帝
曰 
汝
思
吾
乎 
妃
曰 
人
非
木
石 
安 
1
4
 
得
無
情 
異
日
當
共
跨
暗
暉
浮
落
景 
遊
玉
虗
中 
帝
曰 
碧
海
無
涯 
仙
山
路
絶 
何
計
通
耗 
妃
曰 
若
遇
雁 
1
5
 
府
上
人 
可
附
信
矣 
帝
既
□ 
作
詩
曰 
風
急
雲
驚
雨
不
成 
□
来
仙
夢
甚
分
明 
當
時
苦
恨
銀
屏
影 
遮
【
□
「
文+
見
」
（
覚
）
】 
1
6
 
隔
仙
妃
秪
聴
聲 
后
思
雁
府
上
人
之
言 
果
有
鴻
都
道
士
於
海
上
仙
峰 
得
鈿
合 
私
言
而
廽 
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二
四
四 
 
 
 
 
 
巳
上
共
三
首 
1
 
桃
云 
或
第
三
句
不
喚 
而
第
四
句
申
其
意
者
之
格
也 
趙
瞻
民
云 
第
三
与
第
四 
啐
啄
出
結
也 
同
前
解
也 
如
心
云 
第
四
以 
2
 
即
刻
即
景
結
之 
天
隠
注
第
三
句
皆
如
是 
則
聚
為
一
類 
然
則
不
干アツ
カ
第
四
句
之
亊
乎 
雖
然
天
隠
又
曰 
或
第
三 
3
 
句
喚
第
四
句
者 
或
不
喚
而
第
四
句
申
其
意
者 
由
是
観
之 
第
四
句
非
不
相
干アツ
カ
也 
或
云 
景
物
中
有
人
者 
 <
表
１>
先
に
異
体
字
を
置
き
、
そ
の
後
の
（ 
）
の
内
に
通
行
体
を
入
れ
る
。
た
だ
、
操
作
難
な
た
め
、
一
部
ユ
ニ
コ
ー
ド
に
は
文
字
が
な
い
も
の
も
割
愛
し
た
。 
醫
（
医
） 
烟
（
煙
） 
渊
（
淵
） 
徃
（
往
） 
蕐
（
華
） 
畀
（
界
） 
會
（
会
） 
盖
（
蓋
） 
廽
（
廻
） 
鴈
（
雁
） 
竒
（
奇
） 
氣
（
気
） 
歧
（
岐
） 
弃
（
棄
） 
冝
（
宜
） 
虗
（
虚
） 
亰
（
京
） 
况
（
況
） 
溪
（
渓
） 
諬
（
稽
） 
區
（
区
） 
縣
（
県
） 
嚴
（
厳
） 
俟
（
候
） 
號
（
号
） 
國
（
国
） 
曬
（
晒
） 
碎
（
砕
） 
參
（
参
） 
尓
（
爾
） 
旹
（
時
） 
實
（
実
） 
咒
（
呪
） 
脩
（
修
） 
從
（
従
） 
甞
（
嘗
） 
巢
（
巣
） 
粹
（
粋
） 
翆
（
翠
） 
垩
（
聖
） 
莭
（
節
） 
迁
（
遷
） 
屮
（
草
） 
續
（
続
） 
弉
（
奘
） 
帶
（
帯
） 
臺
（
台
） 
伹
（
但
） 
團
（
団
） 
遲
（
遅
） 
晝
（
昼
） 
膓
（
腸
） 
沈
（
沉
） 
轉
（
転
） 
傳
（
伝
） 
荅
（
答
） 
當
（
当
） 
德
（
徳
） 
獨
（
独
） 
讀
（
読
） 
柰
（
奈
） 
發
（
発
） 
廢
（
廃
） 
麥
（
麦
） 
庿
（
廟
） 
俛
（
俯
） 
并
（
並
） 
徧
（
偏
） 
萹
（
篇
） 
峯
（
峰
） 
皃
（
貌
） 
寳
（
宝
） 
旡
（
無
） 
餘
（
余
） 
欤
（
歟
） 
离
（
離
） 
刘
（
劉
） 
两
（
両
） 
凉
（
涼
） 
灵
（
霊
） 
匀
・
韵
（
韻
） 
亊
・
叓
（
事
） 
冩
・
寫
（
写
） 
條
然
（
倏
然
） 
疉
・
疊
（
畳
） 
囱
（
窗
・
窓
） 
陏
堤
（
隋
堤
） 
會
广
（
會
麼
） 
廿
（
二
十
） 
卅
（
三
十
） 
 <
表
２>
行
末
の
【 
】
中
に
「
米*
凵
」
（
幽
）
や
「
尺+
曰
」
（
書
）
の
よ
う
に
記
す
異
体
字
の
、
そ
の
通
行
体
す
な
わ
ち
（ 
）
内
の
文
字
「
幽
」
や
「
書
」
を
一
覧
し
た
。 
*
印
の
類
：
還 
既 
騎 
戯 
声 
辺 
幽 
翼 
流 
盧 
+
印
の
類
：
愛 
異 
恩 
宜
（
冝
） 
薾 
書 
煮 
樵 
食 
蕊 
声 
定 
等 
夢 
桃 
様 
*
印
と+
印
の
組
み
合
わ
せ
た
類
：
概 
講 
 <
表
３>
表
２
の
よ
う
に
工
夫
し
て
も
再
現
で
き
な
か
っ
た
異
体
字
の
、
そ
の
通
行
体
の
文
字
を
一
覧
し
た
。 
印 
員 
隠 
陰 
過 
歌 
回 
懐 
害 
隔 
画 
畫 
閑 
看 
既 
鬼 
就 
挙 
興 
繞 
玉 
兼 
巻 
形 
経 
嚴 
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魂 
左 
再 
絲 
糸 
爾 
尓 
修 
受 
承 
将 
墻 
賞 
襄 
踵 
図 
衰 
垂 
嵩 
雖 
説 
葱 
象 
奪 
第 
段 
嘆 
置 
躑 
土 
統 
微 
壁 
暮 
面 
踰 
尤 
陵 
流 
龍 
臨 
留 
盧 
 <
付
記>
本
稿
は
2
0
1
6
年
度
中
華
人
民
共
和
国
国
家
社
会
科
学
基
金
項
目
資
助
（
一
般
項
目
／
項
目
号1
6
B
Z
W
0
6
2
）
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
成
果
の
一
部
と
す
る
。
特
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。 
  
リ
ュ
ウ 
レ
イ
／
北
京
師
範
大
学
外
国
語
言
文
学
学
院 
教
授 
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
一
日
受
理
） 
